
1 12

発行元：社会福祉法人　至泉会
平塚市寺田縄２６５－１

代表者：清水　行夫

編　集：清水 行夫　　北原 梨彩
髙橋 由佳　　武藤 恵子
川本 知彰　　田島 聡子
服部 久美子　髙瀬 義和

ＷＥＢ：https://shisen.or.jp/

2024年9月 発行第１０号第１０号

会　報会　報

『
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶
』

社
会
福
祉
法
人　

至
泉
会

　
　
　
　
　

理
事
長　

清
水　

行
夫

　

平
素
よ
り
当
法
人
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
各
位
の
皆
様
か
ら
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
六
年
六
月
十
五
日
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
辻
隆
造
理

事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
を
拝
命
し
、

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、

理
事
長
就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
法
人
は
昭
和
五
十
四
年
に

法
人
を
設
立
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
主

に
平
塚
市
、
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
の
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
き
ま
し

た
が
、
当
法
人
に
限
ら
ず
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
も
法
人
開
設
当
初
か
ら
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
ま
で
は
、
障
が
い
サ
ー
ビ
ス

は
当
事
者
の
意
向
と
い
っ
た
も
の
は
重

視
さ
れ
ず
、
一
方
的
に
与
え
ら
れ
る
も

の
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
し
た
が
、

近
年
は
、
ま
ず
当
事
者
の
意
思
や
意
見

を
確
認
し
、
同
意
を
得
つ
つ
障
が
い
サ

ー
ビ
ス
を
選
ぶ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
支
援
者

側
の
一
方
的
な
考
え
で
障
が
い
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
等
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
至
極
あ
た
り

前
の
話
で
自
分
自
身
の
身
に
置
き
換
え

て
み
れ
ば
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
意

思
決
定
の
確
認
等
の
重
要
性
は
理
解
し

つ
つ
も
一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
に
対
し

て
行
う
た
め
に
は
、
時
間
や
手
間
が
か

か
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
職
員
の
負
担

は
多
く
な
り
ま
す
。
一
昔
前
な
ら
ば
、

福
祉
の
現
場
と
い
う
も
の
は
残
業
が
あ

た
り
前
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
考
え
は
通
じ
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
良
い
人
材
を
採

用
し
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

職
員
の
労
務
管
理
に
つ
い
て
も
き
ち
ん

と
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
三
郎
初
代
理
事
長
は
、
「
利
用
者

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
は
、
福

祉
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

利
用
者
と
関
わ
る
の
は
、
職
員
で
あ
り
、

職
員
の
こ
と
も
大
切
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
生
前
よ
く
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
選
ば

れ
て
利
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
利
用
者
に
選
ば
れ
る
法
人
に
な

る
た
め
に
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
職
員
を
養
成

し
、
か
つ
長
く
働
け
る
よ
う
職
場
環
境

を
整
え
、
利
用
者
、
職
員
ど
ち
ら
に
と

っ
て
も
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
法
人
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

私
は
、
大
学
在
学
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
当
法
人
と
関
わ
り
始
め
、

大
学
卒
業
後
、
国
立
知
的
障
害
児
施
設

を
経
て
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
当
法
人

（
精
陽
学
園
）
に
入
職
し
、
今
年
で
三

十
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
入
職
し
た

時
は
、
当
然
な
が
ら
自
分
が
理
事
長
に

な
る
な
ど
思
い
も
せ
ず
、
毎
日
の
よ
う

に
当
時
精
陽
学
園
園
長
を
兼
務
し
て
お

ら
れ
た
森
理
事
長
や
諸
先
輩
方
か
ら
厳

し
く
も
優
し
い
指
導
を
受
け
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
仕
事
が

つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
自
分
が
仕
事
を
し

て
き
た
中
で
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

を
提
案
し
た
際
に
園
長
や
上
司
か
ら
否

定
さ
れ
ず
、
自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
過
去
だ
け
で

は
な
く
現
在
も
法
人
の
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
と
し
て
綿
々
と
続
い
て
お
り
、
私

が
理
事
長
に
な
っ
て
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
以
外
に
も
森
初
代
理
事
長
並
び
に
辻

前
理
事
長
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
も
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
、
更
な

る
法
人
の
発
展
お
よ
び
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
た
め
、
職
務
に
ま
い
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
各
位
、

地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

令
和
五
年
度　

決
算
報
告

令
和
五
年
度　

決
算
報
告

第一号第一様式 第二号第一様式

(単位:円) (単位:円)

児童福祉事業収入 266,644,446 279,918,467 △ 13,274,021 児童福祉事業収益 279,918,467 263,395,618 16,522,849

障害福祉サービス等事業収入 805,848,310 809,443,155 △ 3,594,845 障害福祉サービス等事業収益 809,443,155 806,794,587 2,648,568

経常経費寄附金収入 1,041,900 1,639,800 △ 597,900 経常経費寄附金収益 1,639,800 949,108 690,692

受取利息配当金収入 5,678 6,702 △ 1,024 その他の収益 2,933,770 49,600 2,884,170

その他の収入 7,686,240 7,796,754 △ 110,514 サービス活動収益計(1) 1,093,935,192 1,071,188,913 22,746,279

事業活動収入計(1) 1,081,226,574 1,098,804,878 △ 17,578,304
費

用 人件費 771,844,120 759,971,537 11,872,583

人件費支出 767,926,512 769,526,082 △ 1,599,570 事業費 110,115,036 109,916,262 198,774

事業費支出 112,845,109 110,115,036 2,730,073 事務費 143,584,560 130,386,936 13,197,624

事務費支出 145,118,309 143,584,560 1,533,749 減価償却費 38,236,951 38,013,780 223,171

その他の支出 4,248,000 4,237,345 10,655 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 23,023,178 △ 23,563,034 539,856

徴収不能額 14,099 △ 14,099

事業活動支出計(2) 1,030,137,930 1,027,463,023 2,674,907 サービス活動費用計(2) 1,040,757,489 1,014,739,580 26,017,909

51,088,644 71,341,855 △ 20,253,211 53,177,703 56,449,333 △ 3,271,630

施設整備等補助金収入 649,000 658,000 △ 9,000 受取利息配当金収益 6,702 5,758 944

固定資産売却収入 10,940 10,940 0 その他のサービス活動外収益 4,862,984 6,096,597 △ 1,233,613

サービス活動外収益計(4) 4,869,686 6,102,355 △ 1,232,669

その他のサービス活動外費用 4,237,345 4,262,315 △ 24,970

施設整備等収入計(4) 659,940 668,940 △ 9,000

固定資産取得支出 18,273,860 18,326,660 △ 52,800 サービス活動外費用計(5) 4,237,345 4,262,315 △ 24,970

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 632,341 1,840,040 △ 1,207,699

53,810,044 58,289,373 △ 4,479,329

施設整備等補助金収益 658,000 3,519,000 △ 2,861,000

施設整備等支出計(5) 18,273,860 18,326,660 △ 52,800 施設整備等寄附金収益 4,934,000 △ 4,934,000

△ 17,613,920 △ 17,657,720 43,800 固定資産受贈額 45,177 1,735,000 △ 1,689,823

積立資産取崩収入 6,585,040 6,585,040 0 固定資産売却益 10,939 255,819 △ 244,880

その他の活動による収入 66,138 △ 66,138 特別収益計(8) 714,116 10,443,819 △ 9,729,703

基本金組入額 45,177 45,177

固定資産売却損･処分損 27,339 20 27,319

その他の活動収入計(7) 6,585,040 6,651,178 △ 66,138 国庫補助金等特別積立金積立額 658,000 3,519,000 △ 2,861,000

積立資産支出 32,576,800 47,226,550 △ 14,649,750

その他の活動による支出 20,560 20,560 0 特別費用計(9) 730,516 3,519,020 △ 2,788,504

△ 16,400 6,924,799 △ 6,941,199

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 53,793,644 65,214,172 △ 11,420,528

その他の活動支出計(8) 32,597,360 47,247,110 △ 14,649,750 前期繰越活動増減差額(12) 369,240,803 341,026,631 28,214,172

△ 26,012,320 △ 40,595,932 14,583,612 423,034,447 406,240,803 16,793,644

予備費支出(10) 基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 7,462,404 13,088,203 △ 5,625,799 その他の積立金積立額(16) 38,000,000 37,000,000 1,000,000

前期末支払資金残高(12) 305,233,661 305,233,661 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 312,696,065 318,321,864 △ 5,625,799 385,034,447 369,240,803 15,793,644

(単位:円)

資産の部 負債の部

流動資産 451,509,067 382,419,581 69,089,486 流動負債 191,676,145 135,998,334 55,677,811

現金預金 274,872,340 206,317,969 68,554,371 事業未払金 23,144,554 22,686,739 457,815

事業未収金 168,562,690 158,153,016 10,409,674 未払費用 79,071,863 53,519,506 25,552,357

未収金 1,228,989 366,128 862,861 預り金 20,108,000 952,675 19,155,325

未収補助金 3,126,300 7,209,377 △ 4,083,077 職員預り金 10,843,286 0 10,843,286

立替金 3,180,405 4,990,679 △ 1,810,274 前受金 19,500 27,000 △ 7,500

前払金 17,655 4,796,816 △ 4,779,161 賞与引当金 58,488,942 58,812,414 △ 323,472

前払費用 512,056 535,756 △ 23,700

7,792 7,792

その他の流動資産 840 49,840 △ 49,000

固定資産 1,099,088,772 1,078,557,454 20,531,318 固定負債 101,425,100 98,955,750 2,469,350

  基本財産 513,284,515 536,605,290 △ 23,320,775 退職給付引当金 101,425,100 98,955,750 2,469,350

土地 52,555,545 52,510,368 45,177 負債の部合計 293,101,245 234,954,084 58,147,161

建物 460,728,970 484,094,922 △ 23,365,952

  その他の固定資産 585,804,257 541,952,164 43,852,093 基本金 58,371,727 58,326,550 45,177

土地 3,000,000 3,000,000 0 第１号基本金 21,638,727 21,593,550 45,177

建物 31,513,615 31,135,150 378,465 第２号基本金 36,733,000 36,733,000 0

構築物 4,195,144 2,354,095 1,841,049 国庫補助金等特別積立金 402,969,420 425,334,598 △ 22,365,178

機械及び装置 1 1 0 その他の積立金 411,121,000 373,121,000 38,000,000

車輌運搬具 18,190,404 15,249,456 2,940,948 人件費積立金(措置) 18,000,000 14,000,000 4,000,000

器具及び備品 12,654,428 13,334,329 △ 679,901 施設・設備整備積立金(措置) 88,711,000 88,711,000 0

権利 1,681,102 1,687,768 △ 6,666 人件費積立金 38,100,000 38,100,000 0

ソフトウェア 1,483,123 2,528,697 △ 1,045,574 施設・設備整備積立金Ａ 208,110,000 179,610,000 28,500,000

退職給付引当資産 101,425,100 98,955,750 2,469,350 施設・設備整備積立金Ｂ 58,200,000 52,700,000 5,500,000

人件費積立資産(措置) 18,000,000 14,000,000 4,000,000 次期繰越活動増減差額 385,034,447 369,240,803 15,793,644

施設・設備整備積立資産（措置） 88,711,000 88,711,000 0 (うち当期活動増減差額) 53,793,644 65,214,172 △ 11,420,528

人件費積立資産 38,100,000 38,100,000 0

施設・設備整備積立資産Ａ 208,110,000 179,610,000 28,500,000

施設・設備整備積立資産Ｂ 58,200,000 52,700,000 5,500,000

差入保証金 220,000 220,000 0

長期前払費用 320,340 365,918 △ 45,578 1,257,496,594 1,226,022,951 31,473,643

1,550,597,839 1,460,977,035 89,620,804 1,550,597,839 1,460,977,035 89,620,804

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

法人単位貸借対照表
令和6年 3月31日現在

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

―

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

純資産の部

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

サ
ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

収
益

費
用

支
出

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

費
用

支
出

特別増減差額(10)=(8)-(9)

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

サ

ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

支
出

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

法人単位資金収支計算書 法人単位事業活動計算書
(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日 (自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
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『
令
和
六
年
度　

辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　

新
採
用
職
員
研
修
』

『
令
和
五
年
度　

中
途
採
用
職
員
』

　

辞
令
交
付
式
及
び
新
採
用
職
員
研
修

が
四
月
一
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

辞
令
交
付
式
後
、
新
採
用
職
員
に
加
え

て
昨
年
度
中
途
採
用
さ
れ
た
職
員
も
含

め
て
研
修
を
行
い
、
理
事
長
か
ら
祝
辞

並
び
に
「
当
法
人
の
職
員
に
期
待
す
る

こ
と
」
と
い
う
表
題
で
話
が
あ
り
、
そ

の
後
、
常
務
理
事
か
ら
「
法
人
の
理
念
、

組
織
、
人
事
考
課
」
、
「
職
員
倫
理
綱

領
」
、
「
障
害
者
虐
待
防
止
」
、
「
身

体
拘
束
の
適
正
化
」
、
「
就
業
規
則
や

給
与
規
程
等
の
諸
規
程
」
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
当
法
人
の
職
員
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
入
職

者
の
経
歴
は
様
々
で
す
が
、
ど
の
職
員

も
利
用
児
・
者
、
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
添

え
る
よ
う
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
い

た
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
に
中
途
採
用
し

た
職
員
な
ら
び
に
令
和
五
年
度
に
異
動

し
た
職
員
も
併
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

『
法
人
永
年
勤
続
表
彰
者
』

◇
勤
続
二
十
五
年

　

小
池　

俊　
　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

星
野　

敬
義　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

宮　

卓
史　
　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

小
山
内　

景
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

小
原　

一
洋　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

佐
藤　

智
宏　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

島
田　

哲

　

(
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
)

　

春
木　

誠

　

(
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
)

　

田
島　

聡
子

　

(
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
)

◇
勤
続
二
十
年

　

山
田　

あ
け
み　
　

(
法
人
本
部
)

　

加
藤　

雪
子　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

福
田　

勝
範　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

勅
使
河
原　

久
美
子
(
す
こ
や
か
園
)

◇
勤
続
十
五
年

　

城
所　

康
男　
　
　

(
法
人
本
部
)

　

佐
藤　

玉
江　
　
　

(
あ
け
ぼ
の
園
)

　

古
尾
谷　

一
宏　
　

(
精
陽
学
園
)

　

佐
藤　

直
人　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

◇
勤
続
十
年

　

鈴
木　

栞　
　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

佐
々
木　

美
穂　
　

(
精
陽
学
園
)

　

水
野　

実
佳　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

水
越　

明
美

　

(
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
)

　

藤
原　

雄
三　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

木
村　

な
つ
み　
　

(
す
こ
や
か
園
)

◇
勤
続
七
年

　

橘
川　

道
子　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

伊
藤　

静
香　
　
　

(
精
陽
学
園
)

『
神
奈
川
県
介
護
賞
』

　

小
池　

俊　
　
　
　

(
精
陽
学
園
)

『
神
奈
川
県
社
会
福
祉
関
係
者
表
彰
』

　

千
葉　

真
紀
子　
　

(
精
陽
学
園
)

　

小
山
内　

景
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

『
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
顕
彰
』

　

佐
藤　

玉
江　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

関
根　

麻
衣
子　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

服
部　

久
美
子　
　

(
す
こ
や
か
園
)

『
関
東
・
甲
信
越
地
区
身
体
障
害
者

　
　
　

施
設
協
議
会
永
年
勤
続
表
彰
』

◇
勤
続
二
十
年　

　

勝
山　

靖
史　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

◇
勤
続
十
年

　

笹
川　

裕
子　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

杉
谷　

り
つ
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

福
井　

麻
衣
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

岡
本　

千
秋　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

今
井　

里
織　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

『
秦
野
市
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

優
良
職
員
表
彰
』

　

村
上　

郁
未　
　
　

(
あ
け
ぼ
の
園
)

　

当
法
人
で
は
勤
続
年
数
の
長
い
職
員

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も

四
月
二
日
に
法
人
永
年
勤
続
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
法
人
と
し

て
業
務
の
改
善
や
職
場
環
境
を
整
え
、

一
人
で
も
多
く
の
職
員
が
や
り
が
い
を

持
ち
、
長
く
働
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
類
型
が
変

更
さ
れ
て
か
ら
一
年
以
上
が
過
ぎ
、
世

の
中
も
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
り
、
街
中
で
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人

も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

生
活
の
中
で
制
限
の
あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
解
放
さ
れ
、
旅
行
に
出
か
け
る
人

や
訪
日
観
光
客
も
増
え
、
観
光
地
も
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
号
は
、
「
私
の
好
き
な
場

所
、
私
の
想
い
出
の
場
所
、
私
の
行
っ

て
み
た
い
場
所
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
ま

で
訪
れ
て
印
象
に
残
っ
て
い
た
り
、
こ

れ
か
ら
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

場
所
等
に
つ
い
て
利
用
者
、
家
族
、
職

員
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

あ
け
ぼ
の
園
及
び
す
こ
や
か
園
で
は

「
令
和
五
年
度
障
害
児
通
所
支
援
事
業

所
安
心
・
安
全
対
策
支
援
事
業
」
の
補

助
金
を
受
け
、
通
園
バ
ス
に
園
児
置
き

去
り
防
止
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。
両

施
設
と
も
園
児
の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
、
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
へ
次
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※

各
施
設
へ
ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
機
関
誌

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

大
石　

哲　
　
　

様　

辻　

隆
造　
　
　

様

中
村　

伸
二　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

◇
ソ
ー
レ
平
塚

　

生
活
支
援
員　

佐
藤　

通
奈

『
令
和
六
年
度　

採
用
職
員
』

◇
精
陽
学
園

　

調
理
員　
　
　

岡
野　

新
吾　

　

調
理
員　
　
　

藤
沼　

明
美

　

保
育
士　
　
　

椎
野　

舞
子

　

栄
養
士　
　
　

大
窪　

和
輝

◇
ソ
ー
レ
平
塚　

　

生
活
支
援
員　

日
下　

愛
美

　

生
活
支
援
員　

片
野　

宏
星

　

生
活
支
援
員　

小
林　

貴
幸

　

事
務
員　
　
　

髙
瀬　

義
和

◇
す
こ
や
か
園

　

看
護
師　
　
　

龍
澤　

雅
代

『
令
和
六
年
度　

人
事
異
動
』

令
和
六
年
四
月
一
日
付

◇
あ
け
ぼ
の
園　

　

副
園
長　
　
　

勝
山　

靖
史

　
　
　
　
　
　
　

(
す
こ
や
か
園
よ
り
)

◇
精
陽
学
園　
　

　

主
任　
　
　
　

宮　

卓
史

　
　
　
　
　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
よ
り
)

　

リ
ー
ダ
ー　
　

古
尾
谷　

一
宏

　
　
　
　
　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
よ
り
)

新
採
用
・
異
動
職
員
の
紹
介

新
採
用
・
異
動
職
員
の
紹
介

今
号
の
テ
ー
マ

今
号
の
テ
ー
マ

表　
　

彰

表　
　

彰

寄　
　

付

寄　
　

付

助　
　

成

助　
　

成
※

令
和
四
年
度
分
の
表
彰
を
令
和
五
年
度
に
表
彰
し
た
た
め
、
所
属
は
当
時
の
所
属
。

※

所
属
は
表
彰
時
の
所
属
。
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『
令
和
六
年
度　

辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　

新
採
用
職
員
研
修
』

『
令
和
五
年
度　

中
途
採
用
職
員
』

　

辞
令
交
付
式
及
び
新
採
用
職
員
研
修

が
四
月
一
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

辞
令
交
付
式
後
、
新
採
用
職
員
に
加
え

て
昨
年
度
中
途
採
用
さ
れ
た
職
員
も
含

め
て
研
修
を
行
い
、
理
事
長
か
ら
祝
辞

並
び
に
「
当
法
人
の
職
員
に
期
待
す
る

こ
と
」
と
い
う
表
題
で
話
が
あ
り
、
そ

の
後
、
常
務
理
事
か
ら
「
法
人
の
理
念
、

組
織
、
人
事
考
課
」
、
「
職
員
倫
理
綱

領
」
、
「
障
害
者
虐
待
防
止
」
、
「
身

体
拘
束
の
適
正
化
」
、
「
就
業
規
則
や

給
与
規
程
等
の
諸
規
程
」
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
当
法
人
の
職
員
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
入
職

者
の
経
歴
は
様
々
で
す
が
、
ど
の
職
員

も
利
用
児
・
者
、
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
添

え
る
よ
う
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
い

た
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
に
中
途
採
用
し

た
職
員
な
ら
び
に
令
和
五
年
度
に
異
動

し
た
職
員
も
併
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

『
法
人
永
年
勤
続
表
彰
者
』

◇
勤
続
二
十
五
年

　

小
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精
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学
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(
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学
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タ
ー
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誠

　

(
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地
域
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ー
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田
島　

聡
子

　

(
ソ
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平
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地
域
支
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セ
ン
タ
ー
)

◇
勤
続
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十
年

　

山
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あ
け
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(
法
人
本
部
)

　

加
藤　

雪
子　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

福
田　

勝
範　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

勅
使
河
原　

久
美
子
(
す
こ
や
か
園
)

◇
勤
続
十
五
年

　

城
所　

康
男　
　
　

(
法
人
本
部
)

　

佐
藤　

玉
江　
　
　

(
あ
け
ぼ
の
園
)

　

古
尾
谷　

一
宏　
　

(
精
陽
学
園
)

　

佐
藤　

直
人　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

◇
勤
続
十
年

　

鈴
木　

栞　
　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

佐
々
木　

美
穂　
　

(
精
陽
学
園
)

　

水
野　

実
佳　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

水
越　

明
美

　

(
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
)

　

藤
原　

雄
三　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

木
村　

な
つ
み　
　

(
す
こ
や
か
園
)

◇
勤
続
七
年

　

橘
川　

道
子　
　
　

(
精
陽
学
園
)

　

伊
藤　

静
香　
　
　

(
精
陽
学
園
)

『
神
奈
川
県
介
護
賞
』

　

小
池　

俊　
　
　
　

(
精
陽
学
園
)

『
神
奈
川
県
社
会
福
祉
関
係
者
表
彰
』

　

千
葉　

真
紀
子　
　

(
精
陽
学
園
)

　

小
山
内　

景
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

『
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
顕
彰
』

　

佐
藤　

玉
江　
　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

関
根　

麻
衣
子　
　

(
す
こ
や
か
園
)

　

服
部　

久
美
子　
　

(
す
こ
や
か
園
)

『
関
東
・
甲
信
越
地
区
身
体
障
害
者

　
　
　

施
設
協
議
会
永
年
勤
続
表
彰
』

◇
勤
続
二
十
年　

　

勝
山　

靖
史　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

◇
勤
続
十
年

　

笹
川　

裕
子　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

杉
谷　

り
つ
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

福
井　

麻
衣
子　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

岡
本　

千
秋　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

　

今
井　

里
織　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
)

『
秦
野
市
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

優
良
職
員
表
彰
』

　

村
上　

郁
未　
　
　

(
あ
け
ぼ
の
園
)

　

当
法
人
で
は
勤
続
年
数
の
長
い
職
員

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も

四
月
二
日
に
法
人
永
年
勤
続
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
法
人
と
し

て
業
務
の
改
善
や
職
場
環
境
を
整
え
、

一
人
で
も
多
く
の
職
員
が
や
り
が
い
を

持
ち
、
長
く
働
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
類
型
が
変

更
さ
れ
て
か
ら
一
年
以
上
が
過
ぎ
、
世

の
中
も
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
り
、
街
中
で
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人

も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

生
活
の
中
で
制
限
の
あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
解
放
さ
れ
、
旅
行
に
出
か
け
る
人

や
訪
日
観
光
客
も
増
え
、
観
光
地
も
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
号
は
、
「
私
の
好
き
な
場

所
、
私
の
想
い
出
の
場
所
、
私
の
行
っ

て
み
た
い
場
所
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
ま

で
訪
れ
て
印
象
に
残
っ
て
い
た
り
、
こ

れ
か
ら
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

場
所
等
に
つ
い
て
利
用
者
、
家
族
、
職

員
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

あ
け
ぼ
の
園
及
び
す
こ
や
か
園
で
は

「
令
和
五
年
度
障
害
児
通
所
支
援
事
業

所
安
心
・
安
全
対
策
支
援
事
業
」
の
補

助
金
を
受
け
、
通
園
バ
ス
に
園
児
置
き

去
り
防
止
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。
両

施
設
と
も
園
児
の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
、
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
へ
次
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※

各
施
設
へ
ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
機
関
誌

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

大
石　

哲　
　
　

様　

辻　

隆
造　
　
　

様

中
村　

伸
二　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

◇
ソ
ー
レ
平
塚

　

生
活
支
援
員　

佐
藤　

通
奈

『
令
和
六
年
度　

採
用
職
員
』

◇
精
陽
学
園

　

調
理
員　
　
　

岡
野　

新
吾　

　

調
理
員　
　
　

藤
沼　

明
美

　

保
育
士　
　
　

椎
野　

舞
子

　

栄
養
士　
　
　

大
窪　

和
輝

◇
ソ
ー
レ
平
塚　

　

生
活
支
援
員　

日
下　

愛
美

　

生
活
支
援
員　

片
野　

宏
星

　

生
活
支
援
員　

小
林　

貴
幸

　

事
務
員　
　
　

髙
瀬　

義
和

◇
す
こ
や
か
園

　

看
護
師　
　
　

龍
澤　

雅
代

『
令
和
六
年
度　

人
事
異
動
』

令
和
六
年
四
月
一
日
付

◇
あ
け
ぼ
の
園　

　

副
園
長　
　
　

勝
山　

靖
史

　
　
　
　
　
　
　

(
す
こ
や
か
園
よ
り
)

◇
精
陽
学
園　
　

　

主
任　
　
　
　

宮　

卓
史

　
　
　
　
　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
よ
り
)

　

リ
ー
ダ
ー　
　

古
尾
谷　

一
宏

　
　
　
　
　
　
　

(
ソ
ー
レ
平
塚
よ
り
)

新
採
用
・
異
動
職
員
の
紹
介

新
採
用
・
異
動
職
員
の
紹
介

今
号
の
テ
ー
マ

今
号
の
テ
ー
マ

表　
　

彰

表　
　

彰

寄　
　

付

寄　
　

付

助　
　

成

助　
　

成

※

令
和
四
年
度
分
の
表
彰
を
令
和
五
年
度
に
表
彰
し
た
た
め
、
所
属
は
当
時
の
所
属
。

※

所
属
は
表
彰
時
の
所
属
。
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『
思
い
出
の
場
所
』

栄
養
士　
　

大
窪　

和
輝

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
名
古
屋
旅

行
が
私
の
思
い
出
で
す
。

　

名
古
屋
港
水
族
館
や
東
山
動
植
物
園
、

名
古
屋
城
な
ど
の
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。

名
所
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の

場
所
な
ら
で
は
の
料
理
を
食
べ
る
こ
と

も
楽
し
み
で
す
。
味
噌
カ
ツ
や
ひ
つ
ま

ぶ
し
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
な
ど
を
食
べ
ま

し
た
。
ど
れ
も
美
味
し
く
、
こ
こ
で
し

か
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
味
で
し
た
。

精
陽
学
園
の
子
ど
も
達
に
も
、
名
物
や

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
料
理
を
提
供
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
と
関
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と

は
、
人
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
大
き
な

武
器
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
食
事
や
食

育
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ

と
が
、
今
の
私
の
目
標
で
す
。

『
私
が
息
子
と
行
き
た
い
場
所
』

入
所
ご
家
族　

村
松　

亜
希
子

　

頂
い
た
テ
ー
マ
は
『
私
が
息
子
と
行

き
た
い
場
所
』
だ
。
が
、
さ
て
、
困
っ

た
。
行
き
た
い
所
が
多
す
ぎ
る…

。

色
々
な
場
所
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
こ

の
先
行
く
機
会
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

あ
え
て｢

行
け
な
か
っ
た
場
所｣

に
つ
い

て
書
く
こ
と
に
す
る
。

　

～
「
嵐
」
の
ラ
イ
ブ
～

息
子
は
嵐
の
大
フ
ァ
ン
だ
。

彼
の
「
嵐
愛
」
を
育
て
た
姉
は
弟
を

「
真
の
フ
ァ
ン
」
と
呼
ぶ
。
彼
は
毎
度
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
再
生
し
て
の
即
席
ラ
イ
ブ
会

場
で
盛
り
上
が
る
。
歌
詞
は
も
と
よ
り
、

ペ
ン
ラ
イ
ト
(
通
称
キ
ラ
キ
ラ
)
を
振

り
な
が
ら
の
コ
ー
ル
ア
ン
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
も
完
璧
。
ノ
リ
ノ
リ
で
愛
用
の
「
キ

ラ
キ
ラ
」
を
振
る
姿
は
輝
い
て
い
る
。

こ
れ
が
生
の
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
ら
と
考
え

る
と
、
一
緒
に
行
き
た
か
っ
た
と
つ
く

づ
く
思
う
。

　

彼
の
日
常
生
活
は
た
く
さ
ん
の
ワ
ク

ワ
ク
と
キ
ラ
キ
ラ
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

だ
と
思
う
。
会
っ
た
時
の
彼
の
表
情
は

と
て
も
明
る
い
。
お
陰
様
で
少
し
シ
ャ

イ
だ
が
ひ
ょ
う
き
ん
で
心
優
し
い
子
に

育
っ
た
。

　

離
れ
て
暮
ら
す
私
は
日
々
の
全
て
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
だ
け
時
間
を
共
に
過
ご
し
、

彼
の
ワ
ク
ワ
ク
と
キ
ラ
キ
ラ
の
瞬
間
に

立
ち
会
え
た
ら
幸
せ
だ
。

『
私
の
好
き
な
場
所
』

保
育
士　
　

椎
野　

舞
子

　

四
月
か
ら
精
陽
学
園
で
働
か
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
好
き
な
場
所
は
、
自
分
の
車
の

運
転
席
で
す
。
毎
日
こ
の
車
を
運
転
し

て
通
勤
し
て
い
ま
す
。
自
宅
か
ら
精
陽

学
園
ま
で
四
十
五
分
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
な
り
に
長
い
時
間
を
座
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
最
近
楽

し
み
を
一
つ
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は

一
人
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
子
ど
も
達
が
良

く
歌
っ
て
い
る
「
ど
ん
な
い
ろ
が
す
き
」

「
に
じ
」
な
ど
の
童
謡
、
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
」
「
さ
ん
ぽ
」
な
ど
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
嵐
な
ど
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
幅
広

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
人
前
で
歌
う
の

は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
す
が
、

車
の
中
で
は
一
人
な
の
で
声
量
や
音
程

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
歌
う
こ
と
は
、

練
習
だ
け
で
な
く
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
た
い
の
で
、
お
す
す
め
の
曲

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

『
行
っ
て
み
た
い
場
所
』

利
用
者
ご
家
族　
　

楠　

真
美
恵

　

同
じ
名
前
の
フ
ォ
ル
ダ
が
私
の
ス
マ

ホ
に
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ル
ダ
を
眺
め
て

い
て
気
が
つ
い
た
の
は
、
家
族
と
行
き

た
い
場
所
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

私
は
家
に
い
る
の
が
大
好
き
で
出
か

け
る
よ
り
は
家
に
い
た
い
た
ち
な
の
で

す
が
、
ひ
と
た
び
子
ど
も
に
見
せ
た
い
、

ど
ん
な
に
喜
ぶ
か
と
思
う
と
、
よ
し
行

っ
て
み
よ
う
！
と
動
け
る
の
で
す
。

　

予
定
ど
お
り
い
か
ず
ま
ま
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
驚
く
顔
や
楽
し

ん
で
い
る
様
子
を
見
る
と
、
行
っ
て
よ

か
っ
た
と
嬉
し
く
な
っ
て
、
今
度
は
ど

こ
へ
行
こ
う
か
と
行
き
た
い
場
所
も
増

え
て
い
き
ま
す
。

　

鉄
道
博
物
館
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
な
ど
、

楽
し
い
体
験
が
で
き
て
家
族
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
い
ろ
ん
な
場
所

へ
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

『
日
帰
り
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

利
用
者
ご
家
族　
　

光
本　
　

綾

　

私
の
好
き
な
場
所
は
、
静
岡
県
に
あ

る
日
帰
り
温
泉
「
湯
～
ト
ピ
ア
か
ん
な

み
」
で
す
。
こ
こ
は
貸
切
り
風
呂
に
ハ

マ
っ
て
い
る
私
が
、
最
近
見
つ
け
た
お

気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
こ
ち
ら
の

貸
し
切
り
風
呂
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

は
、
内
湯
と
露
天
の
二
種
類
を
楽
し
め

る
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
温
泉
な
の

で
、
身
体
は
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
切
り
な
の
で
動
き
回
る
子

供
が
い
て
も
、
周
囲
に
気
を
使
わ
ず
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

入
館
料
に
プ
ラ
ス
千
円
を
支
払
う
と

一
時
間
利
用
で
き
る
た
め
、
四
人
家
族

の
我
が
家
は
三
千
円
程
で
温
泉
宿
に
来

た
よ
う
な
優
雅
な
気
分
を
味
わ
え
ま
し

た
。
車
で
片
道
一
時
間
半
程
で
行
け
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
(
理
想
郷
)
最
高
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『
私
の
好
き
な
場
所
』

児
童
指
導
員　
　

渡
辺　
　

好

　

私
の
好
き
な
場
所
は
、
我
が
家
で
す
。

以
前
は
、
家
に
い
る
こ
と
よ
り
も
出
か

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
マ

イ
ホ
ー
ム
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
や
コ
ロ

ナ
禍
で
の
過
ご
し
方
を
き
っ
か
け
に
、

少
し
ず
つ
家
族
と
一
緒
に
我
が
家
で
過

ご
す
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
で
は
庭
の
一
角
で
家
庭
菜
園
を
始

め
、
子
ど
も
の
好
き
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

植
え
て
育
て
て
い
ま
す
。
毎
日
成
長
す

る
様
子
を
観
察
し
て
、
赤
く
な
っ
た
も

の
を
収
穫
す
る
の
が
日
々
の
楽
し
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
に
は
水
遊
び
や
花
火
、
秋
に
は
Ｂ

Ｂ
Ｑ
な
ど
、
今
し
か
な
い
子
ど
も
と
の

時
間
を
大
切
に
、
大
好
き
な
我
が
家
で

思
い
出
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
園

あ
け
ぼ
の
園

精
陽
学
園

精
陽
学
園

椎野　舞子
「愛車」 大窪　和輝

「名古屋旅行」村松　亜希子

楠　真美恵
「家族写真」

渡辺　好
「家庭菜園」

光本　綾
「日帰り温泉」
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『
思
い
出
の
場
所
』

栄
養
士　
　

大
窪　

和
輝

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
名
古
屋
旅

行
が
私
の
思
い
出
で
す
。

　

名
古
屋
港
水
族
館
や
東
山
動
植
物
園
、

名
古
屋
城
な
ど
の
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。

名
所
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の

場
所
な
ら
で
は
の
料
理
を
食
べ
る
こ
と

も
楽
し
み
で
す
。
味
噌
カ
ツ
や
ひ
つ
ま

ぶ
し
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
な
ど
を
食
べ
ま

し
た
。
ど
れ
も
美
味
し
く
、
こ
こ
で
し

か
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
味
で
し
た
。

精
陽
学
園
の
子
ど
も
達
に
も
、
名
物
や

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
料
理
を
提
供
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
と
関
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と

は
、
人
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
大
き
な

武
器
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
食
事
や
食

育
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ

と
が
、
今
の
私
の
目
標
で
す
。

『
私
が
息
子
と
行
き
た
い
場
所
』

入
所
ご
家
族　

村
松　

亜
希
子

　

頂
い
た
テ
ー
マ
は
『
私
が
息
子
と
行

き
た
い
場
所
』
だ
。
が
、
さ
て
、
困
っ

た
。
行
き
た
い
所
が
多
す
ぎ
る…

。

色
々
な
場
所
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
こ

の
先
行
く
機
会
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

あ
え
て｢

行
け
な
か
っ
た
場
所｣

に
つ
い

て
書
く
こ
と
に
す
る
。

　

～
「
嵐
」
の
ラ
イ
ブ
～

息
子
は
嵐
の
大
フ
ァ
ン
だ
。

彼
の
「
嵐
愛
」
を
育
て
た
姉
は
弟
を

「
真
の
フ
ァ
ン
」
と
呼
ぶ
。
彼
は
毎
度
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
再
生
し
て
の
即
席
ラ
イ
ブ
会

場
で
盛
り
上
が
る
。
歌
詞
は
も
と
よ
り
、

ペ
ン
ラ
イ
ト
(
通
称
キ
ラ
キ
ラ
)
を
振

り
な
が
ら
の
コ
ー
ル
ア
ン
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
も
完
璧
。
ノ
リ
ノ
リ
で
愛
用
の
「
キ

ラ
キ
ラ
」
を
振
る
姿
は
輝
い
て
い
る
。

こ
れ
が
生
の
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
ら
と
考
え

る
と
、
一
緒
に
行
き
た
か
っ
た
と
つ
く

づ
く
思
う
。

　

彼
の
日
常
生
活
は
た
く
さ
ん
の
ワ
ク

ワ
ク
と
キ
ラ
キ
ラ
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

だ
と
思
う
。
会
っ
た
時
の
彼
の
表
情
は

と
て
も
明
る
い
。
お
陰
様
で
少
し
シ
ャ

イ
だ
が
ひ
ょ
う
き
ん
で
心
優
し
い
子
に

育
っ
た
。

　

離
れ
て
暮
ら
す
私
は
日
々
の
全
て
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
だ
け
時
間
を
共
に
過
ご
し
、

彼
の
ワ
ク
ワ
ク
と
キ
ラ
キ
ラ
の
瞬
間
に

立
ち
会
え
た
ら
幸
せ
だ
。

『
私
の
好
き
な
場
所
』

保
育
士　
　

椎
野　

舞
子

　

四
月
か
ら
精
陽
学
園
で
働
か
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
好
き
な
場
所
は
、
自
分
の
車
の

運
転
席
で
す
。
毎
日
こ
の
車
を
運
転
し

て
通
勤
し
て
い
ま
す
。
自
宅
か
ら
精
陽

学
園
ま
で
四
十
五
分
程
度
か
か
る
た
め
、

そ
れ
な
り
に
長
い
時
間
を
座
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
最
近
楽

し
み
を
一
つ
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は

一
人
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
子
ど
も
達
が
良

く
歌
っ
て
い
る
「
ど
ん
な
い
ろ
が
す
き
」

「
に
じ
」
な
ど
の
童
謡
、
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
」
「
さ
ん
ぽ
」
な
ど
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
嵐
な
ど
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
幅
広

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
人
前
で
歌
う
の

は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
す
が
、

車
の
中
で
は
一
人
な
の
で
声
量
や
音
程

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
歌
う
こ
と
は
、

練
習
だ
け
で
な
く
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
た
い
の
で
、
お
す
す
め
の
曲

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

『
行
っ
て
み
た
い
場
所
』

利
用
者
ご
家
族　
　

楠　

真
美
恵

　

同
じ
名
前
の
フ
ォ
ル
ダ
が
私
の
ス
マ

ホ
に
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ル
ダ
を
眺
め
て

い
て
気
が
つ
い
た
の
は
、
家
族
と
行
き

た
い
場
所
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

私
は
家
に
い
る
の
が
大
好
き
で
出
か

け
る
よ
り
は
家
に
い
た
い
た
ち
な
の
で

す
が
、
ひ
と
た
び
子
ど
も
に
見
せ
た
い
、

ど
ん
な
に
喜
ぶ
か
と
思
う
と
、
よ
し
行

っ
て
み
よ
う
！
と
動
け
る
の
で
す
。

　

予
定
ど
お
り
い
か
ず
ま
ま
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
驚
く
顔
や
楽
し

ん
で
い
る
様
子
を
見
る
と
、
行
っ
て
よ

か
っ
た
と
嬉
し
く
な
っ
て
、
今
度
は
ど

こ
へ
行
こ
う
か
と
行
き
た
い
場
所
も
増

え
て
い
き
ま
す
。

　

鉄
道
博
物
館
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
な
ど
、

楽
し
い
体
験
が
で
き
て
家
族
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
い
ろ
ん
な
場
所

へ
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

『
日
帰
り
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

利
用
者
ご
家
族　
　

光
本　
　

綾

　

私
の
好
き
な
場
所
は
、
静
岡
県
に
あ

る
日
帰
り
温
泉
「
湯
～
ト
ピ
ア
か
ん
な

み
」
で
す
。
こ
こ
は
貸
切
り
風
呂
に
ハ

マ
っ
て
い
る
私
が
、
最
近
見
つ
け
た
お

気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
こ
ち
ら
の

貸
し
切
り
風
呂
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

は
、
内
湯
と
露
天
の
二
種
類
を
楽
し
め

る
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
温
泉
な
の

で
、
身
体
は
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
切
り
な
の
で
動
き
回
る
子

供
が
い
て
も
、
周
囲
に
気
を
使
わ
ず
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

入
館
料
に
プ
ラ
ス
千
円
を
支
払
う
と

一
時
間
利
用
で
き
る
た
め
、
四
人
家
族

の
我
が
家
は
三
千
円
程
で
温
泉
宿
に
来

た
よ
う
な
優
雅
な
気
分
を
味
わ
え
ま
し

た
。
車
で
片
道
一
時
間
半
程
で
行
け
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
(
理
想
郷
)
最
高
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『
私
の
好
き
な
場
所
』

児
童
指
導
員　
　

渡
辺　
　

好

　

私
の
好
き
な
場
所
は
、
我
が
家
で
す
。

以
前
は
、
家
に
い
る
こ
と
よ
り
も
出
か

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
マ

イ
ホ
ー
ム
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
や
コ
ロ

ナ
禍
で
の
過
ご
し
方
を
き
っ
か
け
に
、

少
し
ず
つ
家
族
と
一
緒
に
我
が
家
で
過

ご
す
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
で
は
庭
の
一
角
で
家
庭
菜
園
を
始

め
、
子
ど
も
の
好
き
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

植
え
て
育
て
て
い
ま
す
。
毎
日
成
長
す

る
様
子
を
観
察
し
て
、
赤
く
な
っ
た
も

の
を
収
穫
す
る
の
が
日
々
の
楽
し
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
に
は
水
遊
び
や
花
火
、
秋
に
は
Ｂ

Ｂ
Ｑ
な
ど
、
今
し
か
な
い
子
ど
も
と
の

時
間
を
大
切
に
、
大
好
き
な
我
が
家
で

思
い
出
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
園

あ
け
ぼ
の
園

精
陽
学
園

精
陽
学
園

椎野　舞子
「愛車」 大窪　和輝

「名古屋旅行」村松　亜希子

楠　真美恵
「家族写真」

渡辺　好
「家庭菜園」

光本　綾
「日帰り温泉」
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『
私
の
好
き
な
場
所
』

支
援
員　

リ
ー
ダ
ー　

荻
野　

泰
宏

　

私
の
好
き
な
こ
と
は
、
自
然
の
中
で

遊
ぶ
こ
と
で
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
で
波
に

乗
る
こ
と
で
、
体
幹
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
鍛
え
ら
れ
、
仕
事
で
使
う
体
を
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
海
の
中
で
波
と
戯
れ
る

こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
繋
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
に
は
雪
山
で
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
技
術

を
習
得
す
る
喜
び
を
楽
し
み
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
大
き
く
な
り

始
め
て
き
た
の
で
、
最
近
は
一
緒
に
海

や
山
に
行
き
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に

運
動
が
出
来
て
い
ま
す
。

『
思
い
出
の
場
所
』

ご
利
用
者　

宮
田　

菜
々
瀬

　

五
月
に
り
ょ
こ
う
に
行
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
お
さ
か
に

行
き
ま
し
た
。

お
お
さ
か
は
か
ん
さ
い
で
す
。

し
ん
か
ん
せ
ん
に
の
っ
て
行
き
ま
し
た
。

大
さ
か
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
に

行
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
オ
ン
の
ゲ
ー
ム
た
の
し
か
っ
た
で

す
。

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
マ
リ
オ
に
の
り
ま

し
た
。

ま
た
お
母
さ
ん
と
行
き
た
い
で
す
。

『
私
の
思
い
出
の
場
所
』

看
護
師　

山
崎　

麻
紀

　

私
の
思
い
出
の
場
所
、
そ
れ
は
二
〇

一
九
年
夏
に
家
族
で
訪
れ
た
「
神
の
島
」

宮
島
で
す
。

　

そ
の
時
、
厳
島
神
社
の
大
鳥
居
は
建

立
か
ら
一
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
損
傷

や
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
な
保
存
修
理

工
事
の
最
中
で
し
た
。
大
鳥
居
全
体
が

足
場
と
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
干
潮
時
の
昼
に
大
鳥
居
の
根
本
ま

で
歩
い
て
そ
の
大
き
さ
を
体
感
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
満
潮
時
の
夜
に
遊
覧
船
に
乗

り
シ
ー
ト
越
し
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
大
鳥
居
を
船
上
か
ら
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
は
幻
想
的
な
光
景
で

し
た
。

　

大
鳥
居
の
改
修
工
事
は
そ
の
後
三
年

半
に
渡
り
終
了
し
た
そ
う
で
す
。
七
〇

年
に
一
度
し
か
見
ら
れ
な
い
歴
史
的
瞬

間
に
立
ち
会
え
た
私
の
貴
重
な
思
い
出

の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

『
ぼ
く
の
行
っ
て
み
た
い
所
』

一
階
居
住
者　

栗
原　

俊
輔

　

ぼ
く
は
「
ズ
ー
ラ
シ
ア
」
と
「
台
湾
」

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

ズ
ー
ラ
シ
ア
は
動
物
が
好
き
だ
し
(
猫

だ
け
は
小
さ
い
頃
か
ら
苦
手
な
ん
で
す
け

ど…

)
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
家
族

か
支
援
員
と
一
緒
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

一
番
見
て
み
た
い
動
物
は
大
き
な
犬
か
な
。

　

台
湾
は
お
父
さ
ん
が
以
前
、
高
雄
(
タ

カ
オ
)
と
い
う
場
所
に
単
身
赴
任
を
し
て

い
た
の
で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し

て
い
た
の
か
見
て
み
た
い
で
す
。
家
族
と

一
緒
に
飛
行
機
に
乗
っ
て
旅
行
を
し
て
美

味
し
い
物
を
食
べ
た
い
で
す
。

『
私
の
好
き
な
場
所
』

生
活
支
援
員　

日
下　

愛
美

　

好
き
な
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

私
に
と
っ
て
の
好
き
な
場
所
は
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

　

学
生
の
頃
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
が
、
最
近
は
好
き
度
合
い
が
さ
ら

に
加
速
し
て
い
ま
す(

笑)

。
夢
と
魔
法

の
非
日
常
感
が
た
ま
ら
な
く
、
私
に
と

っ
て
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

新
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
、

期
間
限
定
の
フ
ー
ド
等
、
毎
回
新
し
い

発
見
や
体
験
が
で
き
る
の
で
、
い
つ
行

っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

開
園
か
ら
閉
園
ま
で
目
一
杯
楽
し
ん

で
帰
っ
て
く
る
の
で
、
家
に
着
く
頃
に

は
く
た
く
た
で
す
が
、
心
地
よ
い
疲
労

感
で
い
つ
も
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
新
エ
リ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
た

の
で
、
早
く
行
き
た
い
な
ぁ
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

『
思
い
出
の
場
所
』

居
住
者
ご
家
族　
　

Ｈ
・
Ｋ

　

懐
か
し
い
場
所
や
出
来
事
を
振
り
返
る

の
は
、
と
て
も
良
い
脳
活
な
の
だ
そ
う
で

す
。
私
に
と
っ
て
、
行
き
た
い
場
所
で
あ

り
、
思
い
出
の
場
所
で
も
あ
る
の
は
、
カ

ナ
ダ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
で
す
。 

　

赤
毛
の
ア
ン
で
有
名
な
プ
リ
ン
ス
エ
ド

ワ
ー
ド
島
よ
り
も
大
西
洋
側
、
お
そ
ら
く

カ
ナ
ダ
最
東
端
に
位
置
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
か
の
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の

悲
劇
が
こ
の
沖
合
で
起
き
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
父
の
仕
事
の
関
係
で
、

私
は
こ
の
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

五
十
年
前
に
帰
国
し
て
以
来
、
一
度
も
再

訪
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
両
親
は
九
年
前
に

他
界
し
た
の
で
す
が
、
今
で
も
さ
び
し
く

な
る
と
昔
の
写
真
を
眺
め
ま
す
。

　

若
々
し
い
両
親
と
幼
い
私
(
笑
)
の
姿
、

そ
し
て
懐
か
し
い
景
色
に
癒
さ
れ
る
の
で

す
。

『
思
い
出
の
場
所
』

生
活
支
援
員　
　

髙
木　

航
平

　

私
の
思
い
出
の
場
所
は
日
光
で
す
。

理
由
と
し
て
は
、
家
族
で
の
思
い
出
の

場
所
だ
か
ら
で
す
。
二
年
前
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
、

外
出
規
制
も
緩
和
さ
れ
娘
が
産
ま
れ
て

初
め
て
い
っ
た
家
族
旅
行
で
し
た
。
娘

が
産
ま
れ
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
し
て
い
る
時
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
娘
が
産
ま
れ
て
も
ど
こ
に
も

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
ず
、
家
族
四

人
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
二
年
前
に
行
っ
た
日
光

へ
の
家
族
旅
行
は
私
に
と
っ
て
の
思
い

出
の
場
所
で
す
。
七
年
前
に
は
息
子
と

奥
さ
ん
と
も
日
光
に
旅
行
に
行
き
、
そ

こ
で
も
初
め
て
三
人
で
行
っ
た
思
い
出

も
あ
り
、
そ
の
時
も
と
て
も
楽
し
く
色

々
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

家
族
が
増
え
、
ま
た
違
っ
た
思
い
出

や
楽
し
み
が
あ
り
、
今
後
も
家
族
の
た

め
に
必
死
で
働
き
、
子
供
た
ち
や
普
段

家
の
事
や
子
育
て
を
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
る
奥
さ
ん
の
た
め
に
色
々
な
所
へ
連

れ
て
行
き
、
家
族
の
思
い
出
を
今
後
も

沢
山
作
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

ソ
ー
レ
平
塚

ソ
ー
レ
平
塚

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

荻野　泰宏

山崎　麻紀
「厳島神社　大鳥居」

「苗場スキー場　記念撮影」 栗原　俊輔
「台湾　高雄」

「ニューファンドランド島」

宮田　菜々瀬
「ユニバーサルスタジオジャパン」

「日光東照宮」
髙木　航平

「ディズニーリゾート」
日下　愛美
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『
私
の
好
き
な
場
所
』

支
援
員　

リ
ー
ダ
ー　

荻
野　

泰
宏

　

私
の
好
き
な
こ
と
は
、
自
然
の
中
で

遊
ぶ
こ
と
で
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
で
波
に

乗
る
こ
と
で
、
体
幹
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
鍛
え
ら
れ
、
仕
事
で
使
う
体
を
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
海
の
中
で
波
と
戯
れ
る

こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
繋
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
に
は
雪
山
で
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
技
術

を
習
得
す
る
喜
び
を
楽
し
み
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
大
き
く
な
り

始
め
て
き
た
の
で
、
最
近
は
一
緒
に
海

や
山
に
行
き
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に

運
動
が
出
来
て
い
ま
す
。

『
思
い
出
の
場
所
』

ご
利
用
者　

宮
田　

菜
々
瀬

　

五
月
に
り
ょ
こ
う
に
行
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
お
さ
か
に

行
き
ま
し
た
。

お
お
さ
か
は
か
ん
さ
い
で
す
。

し
ん
か
ん
せ
ん
に
の
っ
て
行
き
ま
し
た
。

大
さ
か
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
に

行
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
オ
ン
の
ゲ
ー
ム
た
の
し
か
っ
た
で

す
。

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
マ
リ
オ
に
の
り
ま

し
た
。

ま
た
お
母
さ
ん
と
行
き
た
い
で
す
。

『
私
の
思
い
出
の
場
所
』

看
護
師　

山
崎　

麻
紀

　

私
の
思
い
出
の
場
所
、
そ
れ
は
二
〇

一
九
年
夏
に
家
族
で
訪
れ
た
「
神
の
島
」

宮
島
で
す
。

　

そ
の
時
、
厳
島
神
社
の
大
鳥
居
は
建

立
か
ら
一
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
損
傷

や
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
な
保
存
修
理

工
事
の
最
中
で
し
た
。
大
鳥
居
全
体
が

足
場
と
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
干
潮
時
の
昼
に
大
鳥
居
の
根
本
ま

で
歩
い
て
そ
の
大
き
さ
を
体
感
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
満
潮
時
の
夜
に
遊
覧
船
に
乗

り
シ
ー
ト
越
し
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
大
鳥
居
を
船
上
か
ら
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
は
幻
想
的
な
光
景
で

し
た
。

　

大
鳥
居
の
改
修
工
事
は
そ
の
後
三
年

半
に
渡
り
終
了
し
た
そ
う
で
す
。
七
〇

年
に
一
度
し
か
見
ら
れ
な
い
歴
史
的
瞬

間
に
立
ち
会
え
た
私
の
貴
重
な
思
い
出

の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

『
ぼ
く
の
行
っ
て
み
た
い
所
』

一
階
居
住
者　

栗
原　

俊
輔

　

ぼ
く
は
「
ズ
ー
ラ
シ
ア
」
と
「
台
湾
」

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

ズ
ー
ラ
シ
ア
は
動
物
が
好
き
だ
し
(
猫

だ
け
は
小
さ
い
頃
か
ら
苦
手
な
ん
で
す
け

ど…

)
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
家
族

か
支
援
員
と
一
緒
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

一
番
見
て
み
た
い
動
物
は
大
き
な
犬
か
な
。

　

台
湾
は
お
父
さ
ん
が
以
前
、
高
雄
(
タ

カ
オ
)
と
い
う
場
所
に
単
身
赴
任
を
し
て

い
た
の
で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し

て
い
た
の
か
見
て
み
た
い
で
す
。
家
族
と

一
緒
に
飛
行
機
に
乗
っ
て
旅
行
を
し
て
美

味
し
い
物
を
食
べ
た
い
で
す
。

『
私
の
好
き
な
場
所
』

生
活
支
援
員　

日
下　

愛
美

　

好
き
な
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

私
に
と
っ
て
の
好
き
な
場
所
は
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

　

学
生
の
頃
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
が
、
最
近
は
好
き
度
合
い
が
さ
ら

に
加
速
し
て
い
ま
す(

笑)

。
夢
と
魔
法

の
非
日
常
感
が
た
ま
ら
な
く
、
私
に
と

っ
て
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

新
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
、

期
間
限
定
の
フ
ー
ド
等
、
毎
回
新
し
い

発
見
や
体
験
が
で
き
る
の
で
、
い
つ
行

っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

開
園
か
ら
閉
園
ま
で
目
一
杯
楽
し
ん

で
帰
っ
て
く
る
の
で
、
家
に
着
く
頃
に

は
く
た
く
た
で
す
が
、
心
地
よ
い
疲
労

感
で
い
つ
も
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
新
エ
リ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
た

の
で
、
早
く
行
き
た
い
な
ぁ
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

『
思
い
出
の
場
所
』

居
住
者
ご
家
族　
　

Ｈ
・
Ｋ

　

懐
か
し
い
場
所
や
出
来
事
を
振
り
返
る

の
は
、
と
て
も
良
い
脳
活
な
の
だ
そ
う
で

す
。
私
に
と
っ
て
、
行
き
た
い
場
所
で
あ

り
、
思
い
出
の
場
所
で
も
あ
る
の
は
、
カ

ナ
ダ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
で
す
。 

　

赤
毛
の
ア
ン
で
有
名
な
プ
リ
ン
ス
エ
ド

ワ
ー
ド
島
よ
り
も
大
西
洋
側
、
お
そ
ら
く

カ
ナ
ダ
最
東
端
に
位
置
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
か
の
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の

悲
劇
が
こ
の
沖
合
で
起
き
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
父
の
仕
事
の
関
係
で
、

私
は
こ
の
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

五
十
年
前
に
帰
国
し
て
以
来
、
一
度
も
再

訪
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
両
親
は
九
年
前
に

他
界
し
た
の
で
す
が
、
今
で
も
さ
び
し
く

な
る
と
昔
の
写
真
を
眺
め
ま
す
。

　

若
々
し
い
両
親
と
幼
い
私
(
笑
)
の
姿
、

そ
し
て
懐
か
し
い
景
色
に
癒
さ
れ
る
の
で

す
。

『
思
い
出
の
場
所
』

生
活
支
援
員　
　

髙
木　

航
平

　

私
の
思
い
出
の
場
所
は
日
光
で
す
。

理
由
と
し
て
は
、
家
族
で
の
思
い
出
の

場
所
だ
か
ら
で
す
。
二
年
前
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
、

外
出
規
制
も
緩
和
さ
れ
娘
が
産
ま
れ
て

初
め
て
い
っ
た
家
族
旅
行
で
し
た
。
娘

が
産
ま
れ
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
し
て
い
る
時
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
娘
が
産
ま
れ
て
も
ど
こ
に
も

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
ず
、
家
族
四

人
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
二
年
前
に
行
っ
た
日
光

へ
の
家
族
旅
行
は
私
に
と
っ
て
の
思
い

出
の
場
所
で
す
。
七
年
前
に
は
息
子
と

奥
さ
ん
と
も
日
光
に
旅
行
に
行
き
、
そ

こ
で
も
初
め
て
三
人
で
行
っ
た
思
い
出

も
あ
り
、
そ
の
時
も
と
て
も
楽
し
く
色

々
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

家
族
が
増
え
、
ま
た
違
っ
た
思
い
出

や
楽
し
み
が
あ
り
、
今
後
も
家
族
の
た

め
に
必
死
で
働
き
、
子
供
た
ち
や
普
段

家
の
事
や
子
育
て
を
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
る
奥
さ
ん
の
た
め
に
色
々
な
所
へ
連

れ
て
行
き
、
家
族
の
思
い
出
を
今
後
も

沢
山
作
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

ソ
ー
レ
平
塚

ソ
ー
レ
平
塚

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

荻野　泰宏

山崎　麻紀
「厳島神社　大鳥居」

「苗場スキー場　記念撮影」 栗原　俊輔
「台湾　高雄」

「ニューファンドランド島」

宮田　菜々瀬
「ユニバーサルスタジオジャパン」

「日光東照宮」
髙木　航平

「ディズニーリゾート」
日下　愛美
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村山　葵一

『
私
の
好
き
な
場
所
・

　
　
　
　
　
　

思
い
出
の
場
所
』

利
用
者　
　

坂
間　

朱
莉

『
Ｒ
ｏ
ｙ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
』

支
援
員　

主
任　

福
田　

勝
範

　

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
場
所
を
訪
れ
、

ど
れ
だ
け
の
優
し
さ
と
景
色
に
出
会
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

好
き
な
場
所
、
思
い
出
の
場
所
は
い

く
つ
も
存
在
す
る
。
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
、
老
舗
旅
館
や
世
界

遺
産
等
々…

。
き
っ
と
名
前
を
出
せ
ば

誰
で
も
知
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
。
ひ

ょ
っ
と
す
る
と
、
と
あ
る
場
所
で
誰
か

と
す
れ
違
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

十
年
前
、
二
十
年
前
、
も
っ
と
も
っ
と

前
の
出
来
事…

。
同
じ
場
所
を
再
度
訪

れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
々
で
景
色
が

違
う
。
香
り
と
温
度
が
違
う
。
感
動
が

違
う
。
一
人
で
感
じ
た
も
の…

誰
か
と

共
有
し
た
も
の…

。
多
く
の
時
間
が
過

ぎ
去
り
、
多
く
の
感
動
に
出
逢
え
た
。

楽
し
い
思
い
出
、
悲
し
い
思
い
出
、
苦

し
い
思
い
出
、
辛
い
思
い
出
。
過
去
の

思
い
出
は
修
正
で
き
な
い
。
未
来
の
思

い
出
で
塗
り
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？
？
？

「
ロ
イ
ヤ
ル　

ウ
イ
ン
グ
」
今
は
な
き

思
い
出
の
シ
ッ
プ
=
素
敵
な
思
い
出
。

そ
れ
だ
け
で
意
味
の
あ
る
人
生
。
ひ
と

時
の
輝
き
と
希
望
を
く
れ
た
君
に
心
か

ら
「
あ
り
が
と
う
」
。

『
大
切
な
人
た
ち
と

　
　
　
　

過
ご
し
た
あ
の
場
所
』

利
用
者　
　

前
田　

朔
万

　

そ
れ
は
山
梨
県
の
本
栖
湖
で
す
。
今

か
ら
十
一
年
前
、
小
学
三
年
生
の
夏
休

み
に
友
人
家
族
に
誘
わ
れ
て
初
め
て
訪

れ
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
風
に
押

さ
れ
な
が
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
湖
の
真

ん
中
ま
で
行
く
と
と
て
も
深
い
は
ず
な

の
に
湖
底
の
石
が
く
っ
き
り
と
見
え
る

ほ
ど
青
く
透
明
で
ま
る
で
空
に
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
以
来
毎
年

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
通
い
ま
し
た
。

道
の
駅
に
立
ち
寄
り
美
味
し
い
お
こ
わ

や
焼
き
鳥
な
ど
を
買
い
、
き
れ
い
な
景

色
を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
の
も
楽
し
み

の
一
つ
で
し
た
。
湖
面
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
浮

か
べ
そ
の
上
に
立
っ
て
ス
イ
ス
イ
と
漕

ぐ
人
に
憧
れ
練
習
し
て
い
た
け
れ
ど
筋

力
が
衰
え
る
進
行
性
の
難
病
を
発
症
し

年
々
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
も

う
行
く
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
富

士
山
と
深
い
緑
に
囲
ま
れ
た
本
栖
湖
は

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大
好

き
な
場
所
で
す
。

『
ダ
ニ
エ
ル
と
の
思
い
出
の
場
所
』

事
務
員　

副
主
任　

福
西　

直
美

　

我
が
家
に
は
、
ウ
エ
ス
ト
・
ハ
イ
ラ

ン
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
・
テ
リ
ア
と
い
う
犬

種
の
十
四
歳
四
か
月
過
ぎ
の
ダ
ニ
エ
ル

が
い
ま
す
。
そ
の
ダ
ニ
エ
ル
と
の
お
出

掛
け
の
場
所
、
す
べ
て
が
思
い
出
の
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ニ
エ
ル
が
、
我
が
家
に
来
る
ま
で

は
、
私
自
身
、
お
花
に
は
興
味
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
わ
ん
こ

と
お
花
の
可
愛
い
写
真
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
い
つ
し
か
、
ダ
ニ
エ
ル
と

お
花
の
写
真
を
撮
る
た
め
に
桜
、
ネ
モ

フ
ィ
ラ
、
薔
薇
、
紫
陽
花
、
向
日
葵
な

ど
の
お
花
が
咲
く
時
期
に
な
る
と
、
県

内
は
勿
論
、
静
岡
、
山
梨
、
埼
玉
、
東

京
、
茨
城
な
ど
、
お
花
を
求
め
て
お
出

掛
け
し
ま
す
。
気
づ
く
と
年
間
、
一
万

枚
以
上
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
二
〇
一
八
年
に
見

つ
け
た
、
埼
玉
の
伊
奈
町
調
整
施
工
記

念
公
園
の
バ
ラ
園
は
本
当
に
素
敵
で
、

毎
年
訪
れ
て
い
ま
す
。
四
百
種
五
千
株

の
薔
薇
が
見
事
な
ま
で
に
咲
き
誇
り
、

感
動
す
ら
覚
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ダ
ニ
エ
ル
と
の
思
い

出
を
沢
山
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

『
私
の
行
き
た
い
場
所
』

利
用
者　
　

村
山　

葵
一

　

「
家
族
で
福
岡
に
帰
省
す
る
こ
と
」

そ
れ
が
私
達
家
族
の
行
き
た
い
所
で
す
。

息
子
の
体
調
を
気
遣
い
、
年
一
回
会
い

に
来
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。

　

恥
ず
か
し
が
り
屋
の
息
子
は
毎
回
照

れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
お
話
出
来
ま

せ
ん
。
慣
れ
て
き
た
頃
に
は
バ
イ
バ
イ

の
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
お
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
神
奈

川
と
は
異
な
る
景
色
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
皆
と
沢
山
共
有
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
遠
い
遠
い
福
岡
、

ど
う
や
っ
て
帰
ろ
う
？
新
幹
線
、
飛
行

機
、
フ
ェ
リ
ー
、
そ
れ
と
も
頑
張
っ
て

車
？
息
子
は
ど
れ
が
喜
ぶ
か
な
？
ど
ん

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
か
な
？
と
想

像
す
る
の
も
楽
し
い
時
間
で
す
。
少
し

ず
つ
準
備
し
て
帰
省
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

待
っ
て
て
ね
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

『
私
の
行
っ
て
み
た
い
場
所
』

保
育
士　

本
間　

久
美
子

　

私
は
花
や
空
な
ど
自
然
の
景
色
の
写

真
が
好
き
で
、
絶
景
シ
リ
ー
ズ
の
本
を

見
て
は
癒
さ
れ
た
り
、
そ
の
美
し
さ
に

圧
巻
さ
れ
感
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
景

色
を
写
真
で
は
な
く
、
そ
の
場
所
に
立

っ
て
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。
い

つ
か
訪
れ
て
み
た
い
、
"
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
る
旅
を
し
た
い
"
と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
ま
す
。
以
前
イ
タ
リ
ア
に
旅

行
に
行
っ
た
際
に
見
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
や
ベ
ネ
チ
ア
の
街
並
み
の
美
し
さ
や

ミ
ラ
ノ
大
聖
堂
(
ド
ゥ
オ
ー
モ
)
な
ど

の
建
造
物
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
今
で
も

感
動
と
共
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
世

界
遺
産
を
巡
る
大
き
な
野
望
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
大
好
き
な
日
本
か
ら
。

写
真
集
を
持
ち
歩
き
な
が
ら
日
本
の
各

地
を
訪
れ
て
、
感
動
を
味
わ
う
旅
を
し

た
い
で
す
。

す
こ
や
か
園 

児
童
療
育
課

す
こ
や
か
園 

児
童
療
育
課

す
こ
や
か
園 

地
域
支
援
課

す
こ
や
か
園 

地
域
支
援
課

本間　久美子

福西　直美
「愛犬　ダニエル」

「ディズニーリゾート」
坂間　朱莉

福田　勝範
「Royal Wing」

　

小
さ
い
頃
か
ら
お
出
か
け
が
大
好
き

な
娘
で
す
。
一
番
好
き
な
の
は
、
や
っ

ぱ
り
デ
ィ
ズ
ニ
ー　

我
が
家
の
年
明
け

は
初
詣
よ
り
デ
ィ
ズ
ニ
ー　

素
敵
な
一

年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
な
が

ら
年
明
け
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

幼
少
期
に
障
害
児
の
仲
間
と
デ
ィ
ズ

ニ
ー
へ
行
き
、
て
ん
か
ん
発
作
が
止
ま

る
か
も
～
な
ん
て
子
供
向
け
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
の
も
今
で
は
良

い
思
い
出
で
す
。
成
長
と
共
に
医
療
ケ

ア
も
増
え
身
体
も
大
き
く
な
り
色
々
と

限
ら
れ
て
き
ま
す
が
時
に
は
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
贅
沢
に
デ
ィ
ズ
ニ

ー
を
満
喫
し
た
の
も
最
高
の
思
い
出
で

す
。
キ
ャ
ス
ト
さ
ん
に
「
娘
を
覚
え
て

ま
す
。
」
と
言
わ
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
目
立
つ
の
で
し
ょ
う
。

　

次
は
新
エ
リ
ア
の
Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｙ

ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
に
早
く
行
き
た
い
で

す
。

!!

!!

前田　朔万
「本栖湖」



9 8

村山　葵一

『
私
の
好
き
な
場
所
・

　
　
　
　
　
　

思
い
出
の
場
所
』

利
用
者　
　

坂
間　

朱
莉

『
Ｒ
ｏ
ｙ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
』

支
援
員　

主
任　

福
田　

勝
範

　

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
場
所
を
訪
れ
、

ど
れ
だ
け
の
優
し
さ
と
景
色
に
出
会
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

好
き
な
場
所
、
思
い
出
の
場
所
は
い

く
つ
も
存
在
す
る
。
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
、
老
舗
旅
館
や
世
界

遺
産
等
々…

。
き
っ
と
名
前
を
出
せ
ば

誰
で
も
知
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
。
ひ

ょ
っ
と
す
る
と
、
と
あ
る
場
所
で
誰
か

と
す
れ
違
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

十
年
前
、
二
十
年
前
、
も
っ
と
も
っ
と

前
の
出
来
事…

。
同
じ
場
所
を
再
度
訪

れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
々
で
景
色
が

違
う
。
香
り
と
温
度
が
違
う
。
感
動
が

違
う
。
一
人
で
感
じ
た
も
の…

誰
か
と

共
有
し
た
も
の…

。
多
く
の
時
間
が
過

ぎ
去
り
、
多
く
の
感
動
に
出
逢
え
た
。

楽
し
い
思
い
出
、
悲
し
い
思
い
出
、
苦

し
い
思
い
出
、
辛
い
思
い
出
。
過
去
の

思
い
出
は
修
正
で
き
な
い
。
未
来
の
思

い
出
で
塗
り
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？
？
？

「
ロ
イ
ヤ
ル　

ウ
イ
ン
グ
」
今
は
な
き

思
い
出
の
シ
ッ
プ
=
素
敵
な
思
い
出
。

そ
れ
だ
け
で
意
味
の
あ
る
人
生
。
ひ
と

時
の
輝
き
と
希
望
を
く
れ
た
君
に
心
か

ら
「
あ
り
が
と
う
」
。

『
大
切
な
人
た
ち
と

　
　
　
　

過
ご
し
た
あ
の
場
所
』

利
用
者　
　

前
田　

朔
万

　

そ
れ
は
山
梨
県
の
本
栖
湖
で
す
。
今

か
ら
十
一
年
前
、
小
学
三
年
生
の
夏
休

み
に
友
人
家
族
に
誘
わ
れ
て
初
め
て
訪

れ
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
風
に
押

さ
れ
な
が
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
湖
の
真

ん
中
ま
で
行
く
と
と
て
も
深
い
は
ず
な

の
に
湖
底
の
石
が
く
っ
き
り
と
見
え
る

ほ
ど
青
く
透
明
で
ま
る
で
空
に
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
以
来
毎
年

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
通
い
ま
し
た
。

道
の
駅
に
立
ち
寄
り
美
味
し
い
お
こ
わ

や
焼
き
鳥
な
ど
を
買
い
、
き
れ
い
な
景

色
を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
の
も
楽
し
み

の
一
つ
で
し
た
。
湖
面
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
浮

か
べ
そ
の
上
に
立
っ
て
ス
イ
ス
イ
と
漕

ぐ
人
に
憧
れ
練
習
し
て
い
た
け
れ
ど
筋

力
が
衰
え
る
進
行
性
の
難
病
を
発
症
し

年
々
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
も

う
行
く
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
富

士
山
と
深
い
緑
に
囲
ま
れ
た
本
栖
湖
は

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大
好

き
な
場
所
で
す
。

『
ダ
ニ
エ
ル
と
の
思
い
出
の
場
所
』

事
務
員　

副
主
任　

福
西　

直
美

　

我
が
家
に
は
、
ウ
エ
ス
ト
・
ハ
イ
ラ

ン
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
・
テ
リ
ア
と
い
う
犬

種
の
十
四
歳
四
か
月
過
ぎ
の
ダ
ニ
エ
ル

が
い
ま
す
。
そ
の
ダ
ニ
エ
ル
と
の
お
出

掛
け
の
場
所
、
す
べ
て
が
思
い
出
の
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ニ
エ
ル
が
、
我
が
家
に
来
る
ま
で

は
、
私
自
身
、
お
花
に
は
興
味
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
わ
ん
こ

と
お
花
の
可
愛
い
写
真
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
い
つ
し
か
、
ダ
ニ
エ
ル
と

お
花
の
写
真
を
撮
る
た
め
に
桜
、
ネ
モ

フ
ィ
ラ
、
薔
薇
、
紫
陽
花
、
向
日
葵
な

ど
の
お
花
が
咲
く
時
期
に
な
る
と
、
県

内
は
勿
論
、
静
岡
、
山
梨
、
埼
玉
、
東

京
、
茨
城
な
ど
、
お
花
を
求
め
て
お
出

掛
け
し
ま
す
。
気
づ
く
と
年
間
、
一
万

枚
以
上
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
二
〇
一
八
年
に
見

つ
け
た
、
埼
玉
の
伊
奈
町
調
整
施
工
記

念
公
園
の
バ
ラ
園
は
本
当
に
素
敵
で
、

毎
年
訪
れ
て
い
ま
す
。
四
百
種
五
千
株

の
薔
薇
が
見
事
な
ま
で
に
咲
き
誇
り
、

感
動
す
ら
覚
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ダ
ニ
エ
ル
と
の
思
い

出
を
沢
山
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

『
私
の
行
き
た
い
場
所
』

利
用
者　
　

村
山　

葵
一

　

「
家
族
で
福
岡
に
帰
省
す
る
こ
と
」

そ
れ
が
私
達
家
族
の
行
き
た
い
所
で
す
。

息
子
の
体
調
を
気
遣
い
、
年
一
回
会
い

に
来
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。

　

恥
ず
か
し
が
り
屋
の
息
子
は
毎
回
照

れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
お
話
出
来
ま

せ
ん
。
慣
れ
て
き
た
頃
に
は
バ
イ
バ
イ

の
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
お
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
神
奈

川
と
は
異
な
る
景
色
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
皆
と
沢
山
共
有
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
遠
い
遠
い
福
岡
、

ど
う
や
っ
て
帰
ろ
う
？
新
幹
線
、
飛
行

機
、
フ
ェ
リ
ー
、
そ
れ
と
も
頑
張
っ
て

車
？
息
子
は
ど
れ
が
喜
ぶ
か
な
？
ど
ん

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
か
な
？
と
想

像
す
る
の
も
楽
し
い
時
間
で
す
。
少
し

ず
つ
準
備
し
て
帰
省
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

待
っ
て
て
ね
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

『
私
の
行
っ
て
み
た
い
場
所
』

保
育
士　

本
間　

久
美
子

　

私
は
花
や
空
な
ど
自
然
の
景
色
の
写

真
が
好
き
で
、
絶
景
シ
リ
ー
ズ
の
本
を

見
て
は
癒
さ
れ
た
り
、
そ
の
美
し
さ
に

圧
巻
さ
れ
感
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
景

色
を
写
真
で
は
な
く
、
そ
の
場
所
に
立

っ
て
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。
い

つ
か
訪
れ
て
み
た
い
、
"
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
る
旅
を
し
た
い
"
と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
ま
す
。
以
前
イ
タ
リ
ア
に
旅

行
に
行
っ
た
際
に
見
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
や
ベ
ネ
チ
ア
の
街
並
み
の
美
し
さ
や

ミ
ラ
ノ
大
聖
堂
(
ド
ゥ
オ
ー
モ
)
な
ど

の
建
造
物
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
今
で
も

感
動
と
共
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
世

界
遺
産
を
巡
る
大
き
な
野
望
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
大
好
き
な
日
本
か
ら
。

写
真
集
を
持
ち
歩
き
な
が
ら
日
本
の
各

地
を
訪
れ
て
、
感
動
を
味
わ
う
旅
を
し

た
い
で
す
。

す
こ
や
か
園 

児
童
療
育
課

す
こ
や
か
園 

児
童
療
育
課

す
こ
や
か
園 

地
域
支
援
課

す
こ
や
か
園 

地
域
支
援
課

本間　久美子

福西　直美
「愛犬　ダニエル」

「ディズニーリゾート」
坂間　朱莉

福田　勝範
「Royal Wing」

　

小
さ
い
頃
か
ら
お
出
か
け
が
大
好
き

な
娘
で
す
。
一
番
好
き
な
の
は
、
や
っ

ぱ
り
デ
ィ
ズ
ニ
ー　

我
が
家
の
年
明
け

は
初
詣
よ
り
デ
ィ
ズ
ニ
ー　

素
敵
な
一

年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
な
が

ら
年
明
け
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

幼
少
期
に
障
害
児
の
仲
間
と
デ
ィ
ズ

ニ
ー
へ
行
き
、
て
ん
か
ん
発
作
が
止
ま

る
か
も
～
な
ん
て
子
供
向
け
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
の
も
今
で
は
良

い
思
い
出
で
す
。
成
長
と
共
に
医
療
ケ

ア
も
増
え
身
体
も
大
き
く
な
り
色
々
と

限
ら
れ
て
き
ま
す
が
時
に
は
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
贅
沢
に
デ
ィ
ズ
ニ

ー
を
満
喫
し
た
の
も
最
高
の
思
い
出
で

す
。
キ
ャ
ス
ト
さ
ん
に
「
娘
を
覚
え
て

ま
す
。
」
と
言
わ
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
目
立
つ
の
で
し
ょ
う
。

　

次
は
新
エ
リ
ア
の
Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｙ

ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
に
早
く
行
き
た
い
で

す
。

!!

!!

前田　朔万
「本栖湖」
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(
一
)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

感
染
症
の
影
響

『
私
の
思
い
出
の
場
所
、

　
　
　
　
　

ま
た
行
き
た
い
場
所
』

相
談
支
援
専
門
員　
　
　
　
　
　

　
　

課
長
代
理　

矢
野　

健
作

『
私
の
好
き
な
場
所
』

相
談
支
援
専
門
員　
　
　
　
　
　

主
任　

重
野　

美
樹

『
思
い
出
の
場
所
』

相
談
員　

髙
橋　

菜
津
子

　

不
二
家
レ
ス
ト
ラ
ン
秦
野
店
は
思
い

出
の
場
所
。
当
時
七
歳
に
な
る
長
男
が

「
誕
生
日
は
不
二
家
さ
ん
で
お
祝
い
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
懇
願
し
家
族
で
訪

れ
た
。
一
歳
の
次
男
は
よ
ち
よ
ち
歩
き

真
っ
た
だ
中
。
家
族
揃
っ
て
席
に
着
け

た
の
は
、
わ
ず
か
な
時
間
だ
っ
た
。
し

か
し
、
長
男
は
お
店
に
居
合
わ
せ
た
方

々
に
バ
ー
ス
デ
ー
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
も

ら
い
、
ろ
う
そ
く
を
吹
き
消
し
て
満
面

の
笑
み
。
慌
た
だ
し
い
食
事
会
が
終
わ

り
一
安
心
し
た
と
こ
ろ
に
、
斜
向
か
い

の
高
齢
の
ご
夫
婦
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
た
ち
ね
」
。
そ

う
言
っ
て
店
内
に
販
売
し
て
い
た
ア
ン

パ
ン
マ
ン
缶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
。
落
ち
着
き
が
な
く
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
っ
た
と
反
省
し
つ
つ
、
ご
夫
婦
の

温
か
い
ふ
る
ま
い
に
感
激
し
た
。
そ
の

日
以
来
、
近
く
を
通
る
と
温
か
い
気
持

ち
を
思
い
出
す
、
思
い
出
の
場
所
。

　

令
和
五
年
度
は
、
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
五
類
に
変
更
さ
れ
、
施
設
の
規

模
や
種
別
に
よ
り
多
少
の
違
い
は
あ
っ
た
も
の

の
、
感
染
に
注
意
し
な
が
ら
日
々
の
療
育
、
支

援
、
生
活
(
面
会
、
外
泊
、
外
出
)
、
行
事
等

を
コ
ロ
ナ
前
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
少
し
ず
つ
で
す
が
日
常
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
五
類
に
変
更
後
も
各
施
設

に
お
い
て
変
更
以
前
と
同
様
に
感
染
防
止
対
策

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
『
あ
け
ぼ
の
園
』
で
は

九
月
に
感
染
者
が
多
数
出
て
ク
ラ
ス
閉
鎖
を
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
他
の
施
設
に
お
い

て
も
数
名
の
感
染
者
が
断
続
的
に
出
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
夏
場

か
ら
流
行
し
、
『
精
陽
学
園
』
と
『
ソ
ー
レ
平

塚
』
で
は
九
月
に
利
用
者
及
び
職
員
が
多
数
感

染
し
、
終
息
す
る
ま
で
二
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
『
ソ
ー
レ
平
塚
』
で
は
、
年
明

け
に
も
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
及
び
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
、
業
務
を
遂
行
す
る

の
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
利
用
者
に

は
数
名
の
感
染
者
は
出
た
も
の
の
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
ま
で
に
は
至
ら
ず
終
息
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
施
設
に
お
い
て
は
、
年
間
を
通
し
て
感

染
者
は
出
ま
し
た
が
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
『
ソ
ー
レ
平

塚
』
の
利
用
者
は
、
六
回
目
と
七
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。

(
二
)
施
設
運
営

　

運
営
面
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
あ
り
保

健
衛
生
費
等
の
支
出
が
今
年
度
に
入
っ
て
も
多

く
か
か
り
、
さ
ら
に
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
光
熱
水
費
や
食
材
費
等
の
値
上
が
り
に
よ

り
経
営
的
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
う
し
た
中
、
各
施
設
で
は
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
方
法
や
時
間
を
見
直
し
、
業
務
を
工
夫
す

る
こ
と
で
少
し
で
も
利
用
者
数
を
確
保
し
、
節

約
に
よ
り
経
費
の
削
減
に
努
め
る
よ
う
対
応
し

ま
し
た
。

　

『
ソ
ー
レ
平
塚
』
で
は
女
性
フ
ロ
ア
職
員
の

欠
員
や
体
調
不
良
に
よ
る
欠
勤
が
重
な
り
、
業

務
の
継
続
に
支
障
を
き
た
す
状
態
と
な
っ
た
た

め
、
九
月
か
ら
男
性
職
員
二
名
を
女
性
フ
ロ
ア

に
配
置
転
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
異
性

介
助
の
機
会
が
出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
八

月
に
利
用
者
家
族
へ
説
明
会
を
実
施
し
了
解
を

得
ま
し
た
。
な
お
、
十
月
か
ら
女
性
職
員
(
新

卒
)
を
一
名
採
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
『
精
陽
学
園
』
で
は
、
妊
娠
に
よ
る

業
務
の
制
限
や
産
休
・
育
休
に
入
る
職
員
が
重

な
っ
た
た
め
、
職
員
が
足
り
な
い
状
況
と
な
り

有
給
休
暇
も
消
化
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
十
月
、

二
月
、
三
月
に
法
人
内
の
他
施
設
の
職
員
を
応

援
に
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
施
設
で
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
に
よ
る
自
宅
療
養
や
健
康
観
察
期
間
の
た

め
出
勤
で
き
な
い
職
員
が
断
続
的
に
発
生
し
、

職
員
の
配
置
に
苦
慮
し
ま
し
た
。

(
三
)
職
員
採
用
・
人
材
育
成

　

今
年
度
は
、
新
卒
者
を
二
名
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
途
採
用
者
及
び
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
有
料
広
告
や
人
材
紹

介
を
通
し
て
雇
用
し
ま
し
た
が
、
新
採
用
職
員

の
雇
用
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
次
年

度
の
採
用
に
向
け
て
は
、
就
職
相
談
会
及
び
施

設
見
学
を
実
施
し
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
特
性
に

応
じ
た
研
修
に
加
え
、
法
人
全
体
を
横
断
的
に

考
え
、
階
層
別
に
必
要
な
内
容
と
職
員
の
つ
な

が
り
を
強
め
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
人
材
育
成
委
員
会
を
中
心
に
各

階
層
お
よ
び
種
別
ご
と
に
研
修
を
計
画
し
、
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
法
人
内
の
全
職
員
を
対
象

に
淑
徳
大
学
副
学
長
鈴
木
敏
彦
教
授
を
講
師
に

招
き
、
「
利
用
者
の
権
利
擁
護
及
び
虐
待
防
止

の
た
め
の
意
思
決
定
支
援
の
進
め
方
と
理
解
」

に
つ
い
て
研
修
(
座
学
及
び
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
)

を
実
施
し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
変
則
勤
務
の
あ
る
職
場
で
は
、
勤

務
形
態
が
複
雑
な
た
め
勤
務
変
更
に
よ
る
処
理

に
手
間
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
間

運
用
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(
四
)
人
事
労
務
管
理

　

労
務
管
理
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
社

会
保
険
労
務
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

検
討
し
ま
し
た
が
、
年
度
途
中
に
こ
れ
ま
で
契

約
し
て
い
た
社
会
保
険
労
務
士
が
体
調
不
良
で

業
務
を
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
九
月
か

ら
新
た
な
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
と
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勤
怠
管
理
の
効
率
化
及
び
事
務
員
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
令
和
四
年
度
下
半
期
か
ら

試
行
し
て
い
た
勤
怠
ソ
フ
ト
を
四
月
か
ら
正
式

に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
年

次
有
給
休
暇
や
残
業
の
管
理
等
が
し
や
す
く
な

(
五
)
防
災
・
防
犯
対
策

　

各
施
設
の
状
況
に
応
じ
た
防
災
・
防
犯
対
策

等
の
危
機
管
理
や
リ
ス
ク
管
理
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
(
事

業
継
続
計
画
)
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
に
日
ご
ろ
か

ら
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
、
地
域
の

自
治
会
や
防
災
組
織
と
連
携
を
と
る
よ
う
に
努

め
、
災
害
時
に
地
域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
備
品
や
備
蓄
の
拡

充
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

『
ソ
ー
レ
平
塚
』
に
お
い
て
は
、
六
月
の
台

風
二
号
及
び
九
月
の
台
風
十
三
号
に
よ
る
大
雨

警
戒
警
報
(
洪
水
)
が
発
令
さ
れ
た
際
、
一
階

居
住
者
を
三
階
に
一
晩
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

(
六
)
相
談
支
援
体
制
の
充
実

　

今
年
度
よ
り
『
し
せ
ん
相
談
室
』
、
『
し
せ

ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か
』
の
両
事
業
所
と
も
新
規

事
業
(
「
伊
勢
原
市
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」
、
「
平
塚
市
医
療
的
ケ
ア

児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」
)
の
委
託
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
利
用
者
の
相
談
支
援
の
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
医
療
的
ケ

ア
に
関
す
る
相
談
の
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

本
事
業
へ
の
期
待
は
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

今
年
度
は
、
相
談
業
務
と
並
行
し
な
が
ら
平
塚

市
、
伊
勢
原
市
の
利
用
者
(
相
談
者
)
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
地
域
の
体
制
づ
く
り
を
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

し
せ
ん
相
談
室
・
し
せ
ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か

し
せ
ん
相
談
室
・
し
せ
ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か

令
和
五
年
度　

事
業
報
告

令
和
五
年
度　

事
業
報
告

重野　美樹
高橋　菜津子

矢野　健作

　

私
は
、
車
を
運
転
し
て
旅
に
出
る
こ

と
が
好
き
で
す
。
今
は
時
間
が
無
く
難

し
い
で
す
が
、
二
十
代
の
こ
ろ
は
、
車

に
テ
ン
ト
と
寝
袋
を
積
ん
で
、
全
国
を

旅
す
る
の
が
好
き
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

思
い
出
の
場
所
と
し
て
、
四
国
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
関
西
の
友
だ
ち
を
車
で
迎

え
に
行
き
、
フ
ェ
リ
ー
で
徳
島
へ
渡
り
、

鳴
門
の
渦
潮
や
か
ず
ら
橋
を
み
て
、
高

知
の
桂
浜
で
坂
本
龍
馬
像
と
写
真
を
撮

り
、
愛
媛
で
道
後
温
泉
に
つ
か
り
、
香

川
で
讃
岐
う
ど
ん
を
食
べ
、
し
ま
な
み

海
道
を
渡
っ
て
広
島
で
お
好
み
焼
き
を

食
べ
て
く
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
国
は
、
本
州
と
違
っ
て
山
の
形
が

丸
く
、
雰
囲
気
が
柔
ら
か
い
印
象
が
あ

り
ま
す
。
高
知
の
四
万
十
川
を
眺
め
て

い
る
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に

な
れ
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
長
期
休
暇

が
取
れ
た
ら
、
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「しまなみ海道」「北海道」

　

私
の
癒
し
は
自
然
の
中
で
何
も
考
え

ず
、
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ
と
で
す
。

自
然
と
い
っ
て
も
色
々
な
場
所
を
訪
れ

ま
し
た
が
、
私
の
癒
し
の
場
所
、
い
ち

ば
ん
好
き
な
場
所
は
や
っ
ぱ
り
北
海
道

で
す
。
初
め
て
訪
れ
た
時
の
感
動
は
今

で
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
訪
れ
、
四
季

折
々
に
変
化
す
る
景
色
に
触
れ
る
こ
と

は
、
私
の
中
で
い
ち
ば
ん
の
癒
し
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
と
の
ち

ょ
っ
と
し
た
会
話
や
、
美
味
し
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

　

北
海
道
の
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
の

中
で
過
ご
す
こ
と
で
癒
さ
れ
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。
北
海
道
は
こ
れ
か

ら
も
、
何
度
で
も
訪
れ
た
い
と
思
え
る

大
好
き
な
場
所
で
す
。



11 10

(
一
)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

感
染
症
の
影
響

『
私
の
思
い
出
の
場
所
、

　
　
　
　
　

ま
た
行
き
た
い
場
所
』

相
談
支
援
専
門
員　
　
　
　
　
　

　
　

課
長
代
理　

矢
野　

健
作

『
私
の
好
き
な
場
所
』

相
談
支
援
専
門
員　
　
　
　
　
　

主
任　

重
野　

美
樹

『
思
い
出
の
場
所
』

相
談
員　

髙
橋　

菜
津
子

　

不
二
家
レ
ス
ト
ラ
ン
秦
野
店
は
思
い

出
の
場
所
。
当
時
七
歳
に
な
る
長
男
が

「
誕
生
日
は
不
二
家
さ
ん
で
お
祝
い
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
懇
願
し
家
族
で
訪

れ
た
。
一
歳
の
次
男
は
よ
ち
よ
ち
歩
き

真
っ
た
だ
中
。
家
族
揃
っ
て
席
に
着
け

た
の
は
、
わ
ず
か
な
時
間
だ
っ
た
。
し

か
し
、
長
男
は
お
店
に
居
合
わ
せ
た
方

々
に
バ
ー
ス
デ
ー
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
も

ら
い
、
ろ
う
そ
く
を
吹
き
消
し
て
満
面

の
笑
み
。
慌
た
だ
し
い
食
事
会
が
終
わ

り
一
安
心
し
た
と
こ
ろ
に
、
斜
向
か
い

の
高
齢
の
ご
夫
婦
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
た
ち
ね
」
。
そ

う
言
っ
て
店
内
に
販
売
し
て
い
た
ア
ン

パ
ン
マ
ン
缶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
。
落
ち
着
き
が
な
く
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
っ
た
と
反
省
し
つ
つ
、
ご
夫
婦
の

温
か
い
ふ
る
ま
い
に
感
激
し
た
。
そ
の

日
以
来
、
近
く
を
通
る
と
温
か
い
気
持

ち
を
思
い
出
す
、
思
い
出
の
場
所
。

　

令
和
五
年
度
は
、
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
五
類
に
変
更
さ
れ
、
施
設
の
規

模
や
種
別
に
よ
り
多
少
の
違
い
は
あ
っ
た
も
の

の
、
感
染
に
注
意
し
な
が
ら
日
々
の
療
育
、
支

援
、
生
活
(
面
会
、
外
泊
、
外
出
)
、
行
事
等

を
コ
ロ
ナ
前
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
少
し
ず
つ
で
す
が
日
常
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
五
類
に
変
更
後
も
各
施
設

に
お
い
て
変
更
以
前
と
同
様
に
感
染
防
止
対
策

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
『
あ
け
ぼ
の
園
』
で
は

九
月
に
感
染
者
が
多
数
出
て
ク
ラ
ス
閉
鎖
を
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
他
の
施
設
に
お
い

て
も
数
名
の
感
染
者
が
断
続
的
に
出
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
夏
場

か
ら
流
行
し
、
『
精
陽
学
園
』
と
『
ソ
ー
レ
平

塚
』
で
は
九
月
に
利
用
者
及
び
職
員
が
多
数
感

染
し
、
終
息
す
る
ま
で
二
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
『
ソ
ー
レ
平
塚
』
で
は
、
年
明

け
に
も
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
及
び
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
、
業
務
を
遂
行
す
る

の
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
利
用
者
に

は
数
名
の
感
染
者
は
出
た
も
の
の
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
ま
で
に
は
至
ら
ず
終
息
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
施
設
に
お
い
て
は
、
年
間
を
通
し
て
感

染
者
は
出
ま
し
た
が
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
『
ソ
ー
レ
平

塚
』
の
利
用
者
は
、
六
回
目
と
七
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。

(
二
)
施
設
運
営

　

運
営
面
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
あ
り
保

健
衛
生
費
等
の
支
出
が
今
年
度
に
入
っ
て
も
多

く
か
か
り
、
さ
ら
に
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
光
熱
水
費
や
食
材
費
等
の
値
上
が
り
に
よ

り
経
営
的
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
う
し
た
中
、
各
施
設
で
は
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
方
法
や
時
間
を
見
直
し
、
業
務
を
工
夫
す

る
こ
と
で
少
し
で
も
利
用
者
数
を
確
保
し
、
節

約
に
よ
り
経
費
の
削
減
に
努
め
る
よ
う
対
応
し

ま
し
た
。

　

『
ソ
ー
レ
平
塚
』
で
は
女
性
フ
ロ
ア
職
員
の

欠
員
や
体
調
不
良
に
よ
る
欠
勤
が
重
な
り
、
業

務
の
継
続
に
支
障
を
き
た
す
状
態
と
な
っ
た
た

め
、
九
月
か
ら
男
性
職
員
二
名
を
女
性
フ
ロ
ア

に
配
置
転
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
異
性

介
助
の
機
会
が
出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
八

月
に
利
用
者
家
族
へ
説
明
会
を
実
施
し
了
解
を

得
ま
し
た
。
な
お
、
十
月
か
ら
女
性
職
員
(
新

卒
)
を
一
名
採
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
『
精
陽
学
園
』
で
は
、
妊
娠
に
よ
る

業
務
の
制
限
や
産
休
・
育
休
に
入
る
職
員
が
重

な
っ
た
た
め
、
職
員
が
足
り
な
い
状
況
と
な
り

有
給
休
暇
も
消
化
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
十
月
、

二
月
、
三
月
に
法
人
内
の
他
施
設
の
職
員
を
応

援
に
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
施
設
で
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
に
よ
る
自
宅
療
養
や
健
康
観
察
期
間
の
た

め
出
勤
で
き
な
い
職
員
が
断
続
的
に
発
生
し
、

職
員
の
配
置
に
苦
慮
し
ま
し
た
。

(
三
)
職
員
採
用
・
人
材
育
成

　

今
年
度
は
、
新
卒
者
を
二
名
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
途
採
用
者
及
び
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
有
料
広
告
や
人
材
紹

介
を
通
し
て
雇
用
し
ま
し
た
が
、
新
採
用
職
員

の
雇
用
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
次
年

度
の
採
用
に
向
け
て
は
、
就
職
相
談
会
及
び
施

設
見
学
を
実
施
し
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
特
性
に

応
じ
た
研
修
に
加
え
、
法
人
全
体
を
横
断
的
に

考
え
、
階
層
別
に
必
要
な
内
容
と
職
員
の
つ
な

が
り
を
強
め
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
人
材
育
成
委
員
会
を
中
心
に
各

階
層
お
よ
び
種
別
ご
と
に
研
修
を
計
画
し
、
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
法
人
内
の
全
職
員
を
対
象

に
淑
徳
大
学
副
学
長
鈴
木
敏
彦
教
授
を
講
師
に

招
き
、
「
利
用
者
の
権
利
擁
護
及
び
虐
待
防
止

の
た
め
の
意
思
決
定
支
援
の
進
め
方
と
理
解
」

に
つ
い
て
研
修
(
座
学
及
び
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
)

を
実
施
し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
変
則
勤
務
の
あ
る
職
場
で
は
、
勤

務
形
態
が
複
雑
な
た
め
勤
務
変
更
に
よ
る
処
理

に
手
間
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
間

運
用
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(
四
)
人
事
労
務
管
理

　

労
務
管
理
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
社

会
保
険
労
務
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

検
討
し
ま
し
た
が
、
年
度
途
中
に
こ
れ
ま
で
契

約
し
て
い
た
社
会
保
険
労
務
士
が
体
調
不
良
で

業
務
を
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
九
月
か

ら
新
た
な
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
と
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勤
怠
管
理
の
効
率
化
及
び
事
務
員
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
令
和
四
年
度
下
半
期
か
ら

試
行
し
て
い
た
勤
怠
ソ
フ
ト
を
四
月
か
ら
正
式

に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
年

次
有
給
休
暇
や
残
業
の
管
理
等
が
し
や
す
く
な

(
五
)
防
災
・
防
犯
対
策

　

各
施
設
の
状
況
に
応
じ
た
防
災
・
防
犯
対
策

等
の
危
機
管
理
や
リ
ス
ク
管
理
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
(
事

業
継
続
計
画
)
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
に
日
ご
ろ
か

ら
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
、
地
域
の

自
治
会
や
防
災
組
織
と
連
携
を
と
る
よ
う
に
努

め
、
災
害
時
に
地
域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
備
品
や
備
蓄
の
拡

充
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

『
ソ
ー
レ
平
塚
』
に
お
い
て
は
、
六
月
の
台

風
二
号
及
び
九
月
の
台
風
十
三
号
に
よ
る
大
雨

警
戒
警
報
(
洪
水
)
が
発
令
さ
れ
た
際
、
一
階

居
住
者
を
三
階
に
一
晩
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

(
六
)
相
談
支
援
体
制
の
充
実

　

今
年
度
よ
り
『
し
せ
ん
相
談
室
』
、
『
し
せ

ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か
』
の
両
事
業
所
と
も
新
規

事
業
(
「
伊
勢
原
市
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」
、
「
平
塚
市
医
療
的
ケ
ア

児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」
)
の
委
託
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
利
用
者
の
相
談
支
援
の
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
医
療
的
ケ

ア
に
関
す
る
相
談
の
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

本
事
業
へ
の
期
待
は
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

今
年
度
は
、
相
談
業
務
と
並
行
し
な
が
ら
平
塚

市
、
伊
勢
原
市
の
利
用
者
(
相
談
者
)
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
地
域
の
体
制
づ
く
り
を
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

し
せ
ん
相
談
室
・
し
せ
ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か

し
せ
ん
相
談
室
・
し
せ
ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か

令
和
五
年
度　

事
業
報
告

令
和
五
年
度　

事
業
報
告

重野　美樹
高橋　菜津子

矢野　健作

　

私
は
、
車
を
運
転
し
て
旅
に
出
る
こ

と
が
好
き
で
す
。
今
は
時
間
が
無
く
難

し
い
で
す
が
、
二
十
代
の
こ
ろ
は
、
車

に
テ
ン
ト
と
寝
袋
を
積
ん
で
、
全
国
を

旅
す
る
の
が
好
き
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

思
い
出
の
場
所
と
し
て
、
四
国
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
関
西
の
友
だ
ち
を
車
で
迎

え
に
行
き
、
フ
ェ
リ
ー
で
徳
島
へ
渡
り
、

鳴
門
の
渦
潮
や
か
ず
ら
橋
を
み
て
、
高

知
の
桂
浜
で
坂
本
龍
馬
像
と
写
真
を
撮

り
、
愛
媛
で
道
後
温
泉
に
つ
か
り
、
香

川
で
讃
岐
う
ど
ん
を
食
べ
、
し
ま
な
み

海
道
を
渡
っ
て
広
島
で
お
好
み
焼
き
を

食
べ
て
く
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
国
は
、
本
州
と
違
っ
て
山
の
形
が

丸
く
、
雰
囲
気
が
柔
ら
か
い
印
象
が
あ

り
ま
す
。
高
知
の
四
万
十
川
を
眺
め
て

い
る
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に

な
れ
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
長
期
休
暇

が
取
れ
た
ら
、
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「しまなみ海道」「北海道」

　

私
の
癒
し
は
自
然
の
中
で
何
も
考
え

ず
、
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ
と
で
す
。

自
然
と
い
っ
て
も
色
々
な
場
所
を
訪
れ

ま
し
た
が
、
私
の
癒
し
の
場
所
、
い
ち

ば
ん
好
き
な
場
所
は
や
っ
ぱ
り
北
海
道

で
す
。
初
め
て
訪
れ
た
時
の
感
動
は
今

で
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
訪
れ
、
四
季

折
々
に
変
化
す
る
景
色
に
触
れ
る
こ
と

は
、
私
の
中
で
い
ち
ば
ん
の
癒
し
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
と
の
ち

ょ
っ
と
し
た
会
話
や
、
美
味
し
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

　

北
海
道
の
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
の

中
で
過
ご
す
こ
と
で
癒
さ
れ
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。
北
海
道
は
こ
れ
か

ら
も
、
何
度
で
も
訪
れ
た
い
と
思
え
る

大
好
き
な
場
所
で
す
。
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会　報会　報

『
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶
』

社
会
福
祉
法
人　

至
泉
会

　
　
　
　
　

理
事
長　

清
水　

行
夫

　

平
素
よ
り
当
法
人
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
各
位
の
皆
様
か
ら
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
六
年
六
月
十
五
日
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
辻
隆
造
理

事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
を
拝
命
し
、

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、

理
事
長
就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
法
人
は
昭
和
五
十
四
年
に

法
人
を
設
立
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
主

に
平
塚
市
、
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
の
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
き
ま
し

た
が
、
当
法
人
に
限
ら
ず
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
も
法
人
開
設
当
初
か
ら
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
ま
で
は
、
障
が
い
サ
ー
ビ
ス

は
当
事
者
の
意
向
と
い
っ
た
も
の
は
重

視
さ
れ
ず
、
一
方
的
に
与
え
ら
れ
る
も

の
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
し
た
が
、

近
年
は
、
ま
ず
当
事
者
の
意
思
や
意
見

を
確
認
し
、
同
意
を
得
つ
つ
障
が
い
サ

ー
ビ
ス
を
選
ぶ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
支
援
者

側
の
一
方
的
な
考
え
で
障
が
い
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
等
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
至
極
あ
た
り

前
の
話
で
自
分
自
身
の
身
に
置
き
換
え

て
み
れ
ば
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
意

思
決
定
の
確
認
等
の
重
要
性
は
理
解
し

つ
つ
も
一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
に
対
し

て
行
う
た
め
に
は
、
時
間
や
手
間
が
か

か
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
職
員
の
負
担

は
多
く
な
り
ま
す
。
一
昔
前
な
ら
ば
、

福
祉
の
現
場
と
い
う
も
の
は
残
業
が
あ

た
り
前
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
考
え
は
通
じ
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
良
い
人
材
を
採

用
し
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

職
員
の
労
務
管
理
に
つ
い
て
も
き
ち
ん

と
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
三
郎
初
代
理
事
長
は
、
「
利
用
者

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
は
、
福

祉
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

利
用
者
と
関
わ
る
の
は
、
職
員
で
あ
り
、

職
員
の
こ
と
も
大
切
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
生
前
よ
く
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
選
ば

れ
て
利
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
利
用
者
に
選
ば
れ
る
法
人
に
な

る
た
め
に
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
職
員
を
養
成

し
、
か
つ
長
く
働
け
る
よ
う
職
場
環
境

を
整
え
、
利
用
者
、
職
員
ど
ち
ら
に
と

っ
て
も
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
法
人
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

私
は
、
大
学
在
学
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
当
法
人
と
関
わ
り
始
め
、

大
学
卒
業
後
、
国
立
知
的
障
害
児
施
設

を
経
て
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
当
法
人

（
精
陽
学
園
）
に
入
職
し
、
今
年
で
三

十
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
入
職
し
た

時
は
、
当
然
な
が
ら
自
分
が
理
事
長
に

な
る
な
ど
思
い
も
せ
ず
、
毎
日
の
よ
う

に
当
時
精
陽
学
園
園
長
を
兼
務
し
て
お

ら
れ
た
森
理
事
長
や
諸
先
輩
方
か
ら
厳

し
く
も
優
し
い
指
導
を
受
け
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
仕
事
が

つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
自
分
が
仕
事
を
し

て
き
た
中
で
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

を
提
案
し
た
際
に
園
長
や
上
司
か
ら
否

定
さ
れ
ず
、
自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
過
去
だ
け
で

は
な
く
現
在
も
法
人
の
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
と
し
て
綿
々
と
続
い
て
お
り
、
私

が
理
事
長
に
な
っ
て
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
以
外
に
も
森
初
代
理
事
長
並
び
に
辻

前
理
事
長
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
も
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
、
更
な

る
法
人
の
発
展
お
よ
び
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
た
め
、
職
務
に
ま
い
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
各
位
、

地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

令
和
五
年
度　

決
算
報
告

令
和
五
年
度　

決
算
報
告

第一号第一様式 第二号第一様式

(単位:円) (単位:円)

児童福祉事業収入 266,644,446 279,918,467 △ 13,274,021 児童福祉事業収益 279,918,467 263,395,618 16,522,849

障害福祉サービス等事業収入 805,848,310 809,443,155 △ 3,594,845 障害福祉サービス等事業収益 809,443,155 806,794,587 2,648,568

経常経費寄附金収入 1,041,900 1,639,800 △ 597,900 経常経費寄附金収益 1,639,800 949,108 690,692

受取利息配当金収入 5,678 6,702 △ 1,024 その他の収益 2,933,770 49,600 2,884,170

その他の収入 7,686,240 7,796,754 △ 110,514 サービス活動収益計(1) 1,093,935,192 1,071,188,913 22,746,279

事業活動収入計(1) 1,081,226,574 1,098,804,878 △ 17,578,304
費

用 人件費 771,844,120 759,971,537 11,872,583

人件費支出 767,926,512 769,526,082 △ 1,599,570 事業費 110,115,036 109,916,262 198,774

事業費支出 112,845,109 110,115,036 2,730,073 事務費 143,584,560 130,386,936 13,197,624

事務費支出 145,118,309 143,584,560 1,533,749 減価償却費 38,236,951 38,013,780 223,171

その他の支出 4,248,000 4,237,345 10,655 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 23,023,178 △ 23,563,034 539,856

徴収不能額 14,099 △ 14,099

事業活動支出計(2) 1,030,137,930 1,027,463,023 2,674,907 サービス活動費用計(2) 1,040,757,489 1,014,739,580 26,017,909

51,088,644 71,341,855 △ 20,253,211 53,177,703 56,449,333 △ 3,271,630

施設整備等補助金収入 649,000 658,000 △ 9,000 受取利息配当金収益 6,702 5,758 944

固定資産売却収入 10,940 10,940 0 その他のサービス活動外収益 4,862,984 6,096,597 △ 1,233,613

サービス活動外収益計(4) 4,869,686 6,102,355 △ 1,232,669

その他のサービス活動外費用 4,237,345 4,262,315 △ 24,970

施設整備等収入計(4) 659,940 668,940 △ 9,000

固定資産取得支出 18,273,860 18,326,660 △ 52,800 サービス活動外費用計(5) 4,237,345 4,262,315 △ 24,970

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 632,341 1,840,040 △ 1,207,699

53,810,044 58,289,373 △ 4,479,329

施設整備等補助金収益 658,000 3,519,000 △ 2,861,000

施設整備等支出計(5) 18,273,860 18,326,660 △ 52,800 施設整備等寄附金収益 4,934,000 △ 4,934,000

△ 17,613,920 △ 17,657,720 43,800 固定資産受贈額 45,177 1,735,000 △ 1,689,823

積立資産取崩収入 6,585,040 6,585,040 0 固定資産売却益 10,939 255,819 △ 244,880

その他の活動による収入 66,138 △ 66,138 特別収益計(8) 714,116 10,443,819 △ 9,729,703

基本金組入額 45,177 45,177

固定資産売却損･処分損 27,339 20 27,319

その他の活動収入計(7) 6,585,040 6,651,178 △ 66,138 国庫補助金等特別積立金積立額 658,000 3,519,000 △ 2,861,000

積立資産支出 32,576,800 47,226,550 △ 14,649,750

その他の活動による支出 20,560 20,560 0 特別費用計(9) 730,516 3,519,020 △ 2,788,504

△ 16,400 6,924,799 △ 6,941,199

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 53,793,644 65,214,172 △ 11,420,528

その他の活動支出計(8) 32,597,360 47,247,110 △ 14,649,750 前期繰越活動増減差額(12) 369,240,803 341,026,631 28,214,172

△ 26,012,320 △ 40,595,932 14,583,612 423,034,447 406,240,803 16,793,644

予備費支出(10) 基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 7,462,404 13,088,203 △ 5,625,799 その他の積立金積立額(16) 38,000,000 37,000,000 1,000,000

前期末支払資金残高(12) 305,233,661 305,233,661 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 312,696,065 318,321,864 △ 5,625,799 385,034,447 369,240,803 15,793,644

(単位:円)

資産の部 負債の部

流動資産 451,509,067 382,419,581 69,089,486 流動負債 191,676,145 135,998,334 55,677,811

現金預金 274,872,340 206,317,969 68,554,371 事業未払金 23,144,554 22,686,739 457,815

事業未収金 168,562,690 158,153,016 10,409,674 未払費用 79,071,863 53,519,506 25,552,357

未収金 1,228,989 366,128 862,861 預り金 20,108,000 952,675 19,155,325

未収補助金 3,126,300 7,209,377 △ 4,083,077 職員預り金 10,843,286 0 10,843,286

立替金 3,180,405 4,990,679 △ 1,810,274 前受金 19,500 27,000 △ 7,500

前払金 17,655 4,796,816 △ 4,779,161 賞与引当金 58,488,942 58,812,414 △ 323,472

前払費用 512,056 535,756 △ 23,700

7,792 7,792

その他の流動資産 840 49,840 △ 49,000

固定資産 1,099,088,772 1,078,557,454 20,531,318 固定負債 101,425,100 98,955,750 2,469,350

  基本財産 513,284,515 536,605,290 △ 23,320,775 退職給付引当金 101,425,100 98,955,750 2,469,350

土地 52,555,545 52,510,368 45,177 負債の部合計 293,101,245 234,954,084 58,147,161

建物 460,728,970 484,094,922 △ 23,365,952

  その他の固定資産 585,804,257 541,952,164 43,852,093 基本金 58,371,727 58,326,550 45,177

土地 3,000,000 3,000,000 0 第１号基本金 21,638,727 21,593,550 45,177

建物 31,513,615 31,135,150 378,465 第２号基本金 36,733,000 36,733,000 0

構築物 4,195,144 2,354,095 1,841,049 国庫補助金等特別積立金 402,969,420 425,334,598 △ 22,365,178

機械及び装置 1 1 0 その他の積立金 411,121,000 373,121,000 38,000,000

車輌運搬具 18,190,404 15,249,456 2,940,948 人件費積立金(措置) 18,000,000 14,000,000 4,000,000

器具及び備品 12,654,428 13,334,329 △ 679,901 施設・設備整備積立金(措置) 88,711,000 88,711,000 0

権利 1,681,102 1,687,768 △ 6,666 人件費積立金 38,100,000 38,100,000 0

ソフトウェア 1,483,123 2,528,697 △ 1,045,574 施設・設備整備積立金Ａ 208,110,000 179,610,000 28,500,000

退職給付引当資産 101,425,100 98,955,750 2,469,350 施設・設備整備積立金Ｂ 58,200,000 52,700,000 5,500,000

人件費積立資産(措置) 18,000,000 14,000,000 4,000,000 次期繰越活動増減差額 385,034,447 369,240,803 15,793,644

施設・設備整備積立資産（措置） 88,711,000 88,711,000 0 (うち当期活動増減差額) 53,793,644 65,214,172 △ 11,420,528

人件費積立資産 38,100,000 38,100,000 0

施設・設備整備積立資産Ａ 208,110,000 179,610,000 28,500,000

施設・設備整備積立資産Ｂ 58,200,000 52,700,000 5,500,000

差入保証金 220,000 220,000 0

長期前払費用 320,340 365,918 △ 45,578 1,257,496,594 1,226,022,951 31,473,643

1,550,597,839 1,460,977,035 89,620,804 1,550,597,839 1,460,977,035 89,620,804

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

法人単位貸借対照表
令和6年 3月31日現在

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

―

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

純資産の部

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

サ
ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

収
益

費
用

支
出

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

費
用

支
出

特別増減差額(10)=(8)-(9)

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

サ

ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

支
出

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

法人単位資金収支計算書 法人単位事業活動計算書
(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日 (自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)


